
は
じ
め
に

小
稿
は
、
萩
藩
家
臣
団
の
基
本
台
帳
で
あ
る
分
限
帳
・
無
給
帳
に
つ
い

て
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

周
知
の
と
お
り
、
当
館
に
は
萩
藩
に
か
か
る
文
書
・
記
録
類
が
大
量
に

伝
来
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
毛
利
家
文
庫
」
「
県
庁
伝
来
旧
藩
記
録
」

の
文
書
群
は
、
萩
藩
の
各
職
座
で
作
成
・
保
存
・
管
理
さ
れ
て
き
た
も
の

で
、
萩
藩
研
究
の
素
材
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

分
限
帳
・
無
給
帳
に
つ
い
て
は
、
藩
政
初
期
か
ら
明
治
初
年
ま
で
の
写

あ
る
い
は
原
本
が
伝
来
す
る
。
分
限
帳
に
は
知
行
持
ち
の
家
臣
が
、
無
給

帳
に
は
扶
持
方
の
家
臣
が
登
載
さ
れ
、
二
つ
の
帳
簿
を
見
れ
ば
、
萩
藩
の

軍
事
編
成
（
組
編
成
）
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
に
属
す
家
臣
の
名
前
と
そ
の

禄
高
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
１
）

。
以
下
、
分
限
帳
と
無
給
帳
を
一
括
し

て
い
う
と
き
は
、
給
禄
帳
と
記
す
。

藩
政
史
研
究
や
自
治
体
史
等
で
は
、
給
禄
帳
を
集
計
し
て
家
臣
団
構
成

（
編
成
）
と
い
っ
た
表
題
の
表
が
作
成
さ
れ
、
藩
の
概
要
を
知
る
た
め
の

基
本
史
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
（
２
）

。

給
禄
帳
は
そ
の
よ
う
な
利
用
は
さ
れ
る
が
、
給
禄
帳
そ
の
も
の
に
関
す

る
史
料
学
的
な
研
究
は
あ
ま
り
進
め
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
小
稿
で
は
、
多
数
伝
来
す
る
分
限
帳
や
関
連
の
記
録
類
か
ら
、
そ

の
作
成
や
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

一

藩
政
前
中
期
の
給
禄
帳
と
遠
近
方

萩
藩
の
給
禄
帳
は
、
一
部
を
除
い
て
毛
利
家
文
庫
「
給
禄
」
に
分
類
さ

れ
て
い
る
（
３
）

。
そ
の
大
多
数
は
写
で
、
竪
冊
の
も
の
が
多
い
。
天
保
以

降
の
も
の
の
な
か
に
横
長
帳
（
御
根
帳
）
が
数
点
、
二
代
藩
主
毛
利
綱
広

時
代
の
折
本
形
式
の
も
の
も
伝
来
し
て
い
る
。
ま
た
「
御
前
分
限
帳
」
の

名
称
で
整
理
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。

萩
藩
の
分
限
帳
・
無
給
帳
と
遠
近
方

河
本

福
美
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萩
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方
　（
河
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二
一



中
・
組
頭
衆
間
之
使
、
も
あ
い
銀
等
之
指
引
可
被
相
勤
之
旨
候
、
御

国
中
御
仕
置
之
儀
今
度
堅
田
安
房
守
ニ
被
仰
付
候
間
、
万
事
彼
方
申

次
第
可
被
遂
其
節
候
、
児
玉
藤
右
衛
門
被
相
副
候
間
申
談
、
随
分
可

有
所
勤
候
、
恐
々
謹
言

（
承
応
元
年
）

（
当
役
児
玉
元
恒
）

五
月
廿
八
日

児

淡
路
書
判

（
江
戸
加
判
椙
杜
元
幸
）

椙

兵
庫
書
判

（
同
毛
利
就
方
）

毛

宮
内
書
判

兼
常
喜
兵
衛
殿

こ
れ
は
、
寄
組
堅
田
就
政
（
安
房
）
が
「
国
中
御
仕
置
」
つ
ま
り
当
職

に
就
任
し
た
時
の
も
の
で
、
兼
常
に
対
し
て
堅
田
の
指
示
に
随
っ
て
、「
御

家
来
衆
役
目
之
遠
近
」
「
老
中
・
組
頭
衆
間
之
使
」
「
も
あ
い
銀
等
之
指

引
」
等
の
遠
近
方
の
業
務
を
児
玉
藤
右
衛
門
と
相
談
し
て
務
め
る
よ
う
命

じ
て
い
る
。
当
職
が
交
代
し
た
こ
の
機
会
に
、
改
め
て
遠
近
方
と
し
て
業

務
に
あ
た
る
よ
う
指
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
御
家
来
衆
役
目
之
遠
近
」
の
遠
近
と
は
、
距
離
の
こ
と
で
は
な
く
時

系
列
で
遠
い
近
い
、
即
ち
順
番
の
こ
と
を
さ
し
て
い
る
。
江
戸
番
手
や
城

番
等
の
番
役
、
普
請
役
、
そ
の
他
の
様
々
な
役
目
が
公
平
に
な
る
よ
う
に

差
配
す
る
こ
と
は
重
要
な
役
目
で
あ
っ
た
。

「
老
中
・
組
頭
衆
間
之
使
」
即
ち
加
判
衆
と
各
組
頭
と
の
間
の
連
絡
調

整
も
重
要
な
仕
事
と
な
る
。
そ
し
て
「
も
あ
い
銀
等
之
指
引
」
の
「
も
あ

い
（
催
合
、
催
相
、
も
や
い
）
銀
」
と
は
、
後
年
の
「
助
銀
」
「
旅
役
出
米
」

（

）

の
先
蹤
と
な
る
も
の
と
み
ら
れ
、
家
臣
全
体
で
拠
出
し
た
銀
を
江
戸

番
手
等
に
あ
た
る
家
臣
に
旅
費
等
と
し
て
分
配
す
る
こ
と
を
さ
し
て
い
る

と
見
ら
れ
る
。組
や
個
々
の
家
臣
に
対
し
て
家
中
役
を
差
配
す
る
う
え
で
、

給
禄
帳
は
必
要
不
可
欠
の
台
帳
で
あ
り
、
給
禄
帳
が
正
し
く
作
成
・
管
理

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

当
該
期
の
国
元
加
判
衆
と
江
戸
加
判
衆
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
御

用
状
の
な
か
か
ら
、
遠
近
方
が
関
係
す
る
業
務
を
抽
出
す
る
と
、
①
給
禄

帳
の
作
成
・
管
理
、
家
臣
の
組
付
、
家
臣
の
隠
居
・
養
子
・
跡
目
な
ど
の

江
戸
方
へ
の
伺
い
、
②
江
戸
番
手
や
御
手
伝
普
請
な
ど
に
勤
仕
す
る
組
の

順
番
や
、
個
々
の
家
臣
の
役
目
の
差
配
、
③
出
銀
の
差
配
、
④
触
流
等
々

と
多
岐
に
わ
た
る
（

）

。

こ
れ
ら
の
情
報
を
一
手
に
引
き
受
け
、
家
臣
の
役
目
等
の
差
配
を
し
た

の
が
遠
近
方
だ
が
、
次
の
よ
う
に
江
戸
加
判
衆
か
ら
国
元
加
判
衆
へ
最
新

の
給
禄
帳
の
督
促
が
な
さ
れ
た
（

）

。
家
臣
を
江
戸
番
手
や
公
儀
の
役
儀

に
動
員
す
る
う
え
で
、
江
戸
方
で
も
最
新
の
情
報
を
押
さ
え
て
お
く
必
要

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
書
得
御
意
候
、
新
分
限
帳
・
無
給
帳
急
度
可
差
上
之
由
、
分
限
帳

之
儀
ハ
先
日
差
上
せ
候
条
、
無
給
帳
之
儀
ハ
井
上
七
郎
左
衛
門
・
兼

萩
藩
の
給
禄
帳
は
、
当
職
配
下
の
遠
近
方
が
管
理
に
あ
た
っ
て
い
た
。

『
防
長
歴
史
用
語
辞
典
』
（
４
）

に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

・
手
子
役
ま
た
は
御
役
目
遠
近
差
引
方
と
も
称
し
、
は
じ
め
御
国
留
守

居
役
に
属
し
、
の
ち
に
当
職
の
管
轄
と
な
っ
た
。

・
職
務
は
、
諸
士
の
江
戸
そ
の
他
へ
の
出
役
に
対
す
る
課
役
や
出
銀
に

あ
た
り
、
路
程
の
遠
近
・
任
務
の
頻
度
軽
量
を
調
査
し
て
公
平
に
諸

役
を
賦
課
す
る
こ
と
、
老
中
と
組
頭
と
の
連
絡
を
緊
密
に
す
る
こ
と

な
ど
が
主
要
の
も
の
で
あ
っ
た
。

・
遠
近
付
・
無
給
通
以
下
の
諸
士
を
管
轄
し
た
が
、
承
応
元
年
（
一
六

五
二
）
に
無
給
通
の
支
配
を
蔵
元
両
人
役
に
譲
っ
た
。

・
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
に
兼
常
喜
兵
衛
を
任
じ
た
の
が
最
初
で
、

正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
以
降
は
定
員
二
人
と
な
っ
た
。

・
の
ち
に
、諸
士
の
諸
願
伺
や
藩
府
の
指
令
は
悉
く
遠
近
方
を
経
由
し
、

ま
た
諸
士
以
上
の
犯
罪
を
判
決
し
て
藩
主
の
裁
断
を
仰
ぐ
こ
と
も
そ

の
職
掌
と
な
っ
た
。

・
所
属
の
役
職
に
本
締
役
、
筆
者
役
、
分
限
帳
方
、
助
筆
役
な
ど
が
あ

っ
た
。
ま
た
記
録
類
の
調
査
保
管
の
た
め
に
遠
近
方
記
録
取
調
方
が

お
か
れ
た
。

遠
近
方
は
、
家
臣
団
を
統
轄
・
管
理
す
る
う
え
で
重
要
な
実
務
を
担
っ

た
役
所
で
あ
っ
た
（
５
）

。
遠
近
方
の
初
代
と
さ
れ
る
兼
常
喜
兵
衛
は
、「
役

人
帳
」
（
６
）

や
幕
末
に
自
身
も
遠
近
方
を
務
め
た
中
嶋
市
郎
兵
衛
（
松
堂
）

が
編
集
し
た
「
遠
近
方
伝
」（
７
）

で
も
筆
頭
に
名
前
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

中
嶋
松
堂
が
典
拠
と
し
た
兼
常
の
譜
録
（
８
）

に
よ
れ
ば
、
喜
兵
衛
は
、

寛
永
十
九
年
か
ら
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
ま
で
の
一
五
年
の
長
き
に
わ

た
っ
て
給
禄
帳
を
管
理
し
、
「
毎
日
御
城
幷
御
用
所
」
に
出
勤
し
て
、
家

中
の
役
目
に
つ
い
て
沙
汰
し
た
と
い
う
。
そ
れ
以
前
は
寛
永
初
年
か
ら
当

職
や
当
役
に
「
被
成
御
付
」
と
あ
り
、
具
体
的
な
用
務
に
つ
い
て
の
記
載

は
な
い
が
、
要
路
の
側
近
と
し
て
働
い
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ

の
実
績
や
兼
常
個
人
の
能
力
・
人
柄
等
に
よ
っ
て
信
頼
を
得
て
給
禄
帳
の

管
理
を
任
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
正
保
三
年
に
益
田
元
堯
（
無
庵
）

を
責
任
者
と
し
て
進
め
ら
れ
た
「
仕
組
」
（
行
財
政
改
革
）
（
９
）

の
際
、
兼

常
は
本
務
に
加
え
て
「
元
堯
手
前
之
御
用
」
を
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）

ま
で
務
め
、
正
保
四
年
に
は
「
御
借
銀
事
」
で
京
・
大
坂
へ
出
向
い
た
と

い
う
記
載
が
あ
る
。

遠
近
方
退
任
後
、
明
暦
三
年
に
は
「
秀
就
公
御
初
入
国
御
時
節
之
御
記

録
物
」
の
作
成
を
、
ま
た
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
に
は
「
（
綱
広
）
初
入

国
御
在
国
中
之
御
記
録
」
を
作
成
す
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
、
完
成
さ
せ
て
い

る
（

）

。
そ
の
後
、
寛
文
・
延
宝
期
に
は
山
口
町
奉
行
を
務
め
た
。

譜
録
に
は
、
次
の
よ
う
な
江
戸
加
判
衆
連
署
奉
書
が
録
上
さ
れ
て
い
る
。

御
方
事
、
御
役
目
数
年
相
続
候
へ
共
、
御
家
来
衆
役
目
之
遠
近
、
老

萩
藩
の
分
限
帳
・
無
給
帳
と
遠
近
方
　（
河
本
）

二
二



中
・
組
頭
衆
間
之
使
、
も
あ
い
銀
等
之
指
引
可
被
相
勤
之
旨
候
、
御

国
中
御
仕
置
之
儀
今
度
堅
田
安
房
守
ニ
被
仰
付
候
間
、
万
事
彼
方
申

次
第
可
被
遂
其
節
候
、
児
玉
藤
右
衛
門
被
相
副
候
間
申
談
、
随
分
可

有
所
勤
候
、
恐
々
謹
言

（
承
応
元
年
）

（
当
役
児
玉
元
恒
）

五
月
廿
八
日

児

淡
路
書
判

（
江
戸
加
判
椙
杜
元
幸
）

椙

兵
庫
書
判

（
同
毛
利
就
方
）

毛

宮
内
書
判

兼
常
喜
兵
衛
殿

こ
れ
は
、
寄
組
堅
田
就
政
（
安
房
）
が
「
国
中
御
仕
置
」
つ
ま
り
当
職

に
就
任
し
た
時
の
も
の
で
、
兼
常
に
対
し
て
堅
田
の
指
示
に
随
っ
て
、「
御

家
来
衆
役
目
之
遠
近
」
「
老
中
・
組
頭
衆
間
之
使
」
「
も
あ
い
銀
等
之
指

引
」
等
の
遠
近
方
の
業
務
を
児
玉
藤
右
衛
門
と
相
談
し
て
務
め
る
よ
う
命

じ
て
い
る
。
当
職
が
交
代
し
た
こ
の
機
会
に
、
改
め
て
遠
近
方
と
し
て
業

務
に
あ
た
る
よ
う
指
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
御
家
来
衆
役
目
之
遠
近
」
の
遠
近
と
は
、
距
離
の
こ
と
で
は
な
く
時

系
列
で
遠
い
近
い
、
即
ち
順
番
の
こ
と
を
さ
し
て
い
る
。
江
戸
番
手
や
城

番
等
の
番
役
、
普
請
役
、
そ
の
他
の
様
々
な
役
目
が
公
平
に
な
る
よ
う
に

差
配
す
る
こ
と
は
重
要
な
役
目
で
あ
っ
た
。

「
老
中
・
組
頭
衆
間
之
使
」
即
ち
加
判
衆
と
各
組
頭
と
の
間
の
連
絡
調

整
も
重
要
な
仕
事
と
な
る
。
そ
し
て
「
も
あ
い
銀
等
之
指
引
」
の
「
も
あ

い
（
催
合
、
催
相
、
も
や
い
）
銀
」
と
は
、
後
年
の
「
助
銀
」
「
旅
役
出
米
」

（

）

の
先
蹤
と
な
る
も
の
と
み
ら
れ
、
家
臣
全
体
で
拠
出
し
た
銀
を
江
戸

番
手
等
に
あ
た
る
家
臣
に
旅
費
等
と
し
て
分
配
す
る
こ
と
を
さ
し
て
い
る

と
見
ら
れ
る
。組
や
個
々
の
家
臣
に
対
し
て
家
中
役
を
差
配
す
る
う
え
で
、

給
禄
帳
は
必
要
不
可
欠
の
台
帳
で
あ
り
、
給
禄
帳
が
正
し
く
作
成
・
管
理

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

当
該
期
の
国
元
加
判
衆
と
江
戸
加
判
衆
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
御

用
状
の
な
か
か
ら
、
遠
近
方
が
関
係
す
る
業
務
を
抽
出
す
る
と
、
①
給
禄

帳
の
作
成
・
管
理
、
家
臣
の
組
付
、
家
臣
の
隠
居
・
養
子
・
跡
目
な
ど
の

江
戸
方
へ
の
伺
い
、
②
江
戸
番
手
や
御
手
伝
普
請
な
ど
に
勤
仕
す
る
組
の

順
番
や
、
個
々
の
家
臣
の
役
目
の
差
配
、
③
出
銀
の
差
配
、
④
触
流
等
々

と
多
岐
に
わ
た
る
（

）

。

こ
れ
ら
の
情
報
を
一
手
に
引
き
受
け
、
家
臣
の
役
目
等
の
差
配
を
し
た

の
が
遠
近
方
だ
が
、
次
の
よ
う
に
江
戸
加
判
衆
か
ら
国
元
加
判
衆
へ
最
新

の
給
禄
帳
の
督
促
が
な
さ
れ
た
（

）

。
家
臣
を
江
戸
番
手
や
公
儀
の
役
儀

に
動
員
す
る
う
え
で
、
江
戸
方
で
も
最
新
の
情
報
を
押
さ
え
て
お
く
必
要

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
書
得
御
意
候
、
新
分
限
帳
・
無
給
帳
急
度
可
差
上
之
由
、
分
限
帳

之
儀
ハ
先
日
差
上
せ
候
条
、
無
給
帳
之
儀
ハ
井
上
七
郎
左
衛
門
・
兼

萩
藩
の
給
禄
帳
は
、
当
職
配
下
の
遠
近
方
が
管
理
に
あ
た
っ
て
い
た
。

『
防
長
歴
史
用
語
辞
典
』
（
４
）

に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

・
手
子
役
ま
た
は
御
役
目
遠
近
差
引
方
と
も
称
し
、
は
じ
め
御
国
留
守

居
役
に
属
し
、
の
ち
に
当
職
の
管
轄
と
な
っ
た
。

・
職
務
は
、
諸
士
の
江
戸
そ
の
他
へ
の
出
役
に
対
す
る
課
役
や
出
銀
に

あ
た
り
、
路
程
の
遠
近
・
任
務
の
頻
度
軽
量
を
調
査
し
て
公
平
に
諸

役
を
賦
課
す
る
こ
と
、
老
中
と
組
頭
と
の
連
絡
を
緊
密
に
す
る
こ
と

な
ど
が
主
要
の
も
の
で
あ
っ
た
。

・
遠
近
付
・
無
給
通
以
下
の
諸
士
を
管
轄
し
た
が
、
承
応
元
年
（
一
六

五
二
）
に
無
給
通
の
支
配
を
蔵
元
両
人
役
に
譲
っ
た
。

・
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
に
兼
常
喜
兵
衛
を
任
じ
た
の
が
最
初
で
、

正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
以
降
は
定
員
二
人
と
な
っ
た
。

・
の
ち
に
、諸
士
の
諸
願
伺
や
藩
府
の
指
令
は
悉
く
遠
近
方
を
経
由
し
、

ま
た
諸
士
以
上
の
犯
罪
を
判
決
し
て
藩
主
の
裁
断
を
仰
ぐ
こ
と
も
そ

の
職
掌
と
な
っ
た
。

・
所
属
の
役
職
に
本
締
役
、
筆
者
役
、
分
限
帳
方
、
助
筆
役
な
ど
が
あ

っ
た
。
ま
た
記
録
類
の
調
査
保
管
の
た
め
に
遠
近
方
記
録
取
調
方
が

お
か
れ
た
。

遠
近
方
は
、
家
臣
団
を
統
轄
・
管
理
す
る
う
え
で
重
要
な
実
務
を
担
っ

た
役
所
で
あ
っ
た
（
５
）

。
遠
近
方
の
初
代
と
さ
れ
る
兼
常
喜
兵
衛
は
、「
役

人
帳
」
（
６
）

や
幕
末
に
自
身
も
遠
近
方
を
務
め
た
中
嶋
市
郎
兵
衛
（
松
堂
）

が
編
集
し
た
「
遠
近
方
伝
」（
７
）

で
も
筆
頭
に
名
前
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

中
嶋
松
堂
が
典
拠
と
し
た
兼
常
の
譜
録
（
８
）

に
よ
れ
ば
、
喜
兵
衛
は
、

寛
永
十
九
年
か
ら
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
ま
で
の
一
五
年
の
長
き
に
わ

た
っ
て
給
禄
帳
を
管
理
し
、
「
毎
日
御
城
幷
御
用
所
」
に
出
勤
し
て
、
家

中
の
役
目
に
つ
い
て
沙
汰
し
た
と
い
う
。
そ
れ
以
前
は
寛
永
初
年
か
ら
当

職
や
当
役
に
「
被
成
御
付
」
と
あ
り
、
具
体
的
な
用
務
に
つ
い
て
の
記
載

は
な
い
が
、
要
路
の
側
近
と
し
て
働
い
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ

の
実
績
や
兼
常
個
人
の
能
力
・
人
柄
等
に
よ
っ
て
信
頼
を
得
て
給
禄
帳
の

管
理
を
任
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
正
保
三
年
に
益
田
元
堯
（
無
庵
）

を
責
任
者
と
し
て
進
め
ら
れ
た
「
仕
組
」
（
行
財
政
改
革
）
（
９
）

の
際
、
兼

常
は
本
務
に
加
え
て
「
元
堯
手
前
之
御
用
」
を
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）

ま
で
務
め
、
正
保
四
年
に
は
「
御
借
銀
事
」
で
京
・
大
坂
へ
出
向
い
た
と

い
う
記
載
が
あ
る
。

遠
近
方
退
任
後
、
明
暦
三
年
に
は
「
秀
就
公
御
初
入
国
御
時
節
之
御
記

録
物
」
の
作
成
を
、
ま
た
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
に
は
「
（
綱
広
）
初
入

国
御
在
国
中
之
御
記
録
」
を
作
成
す
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
、
完
成
さ
せ
て
い

る
（

）

。
そ
の
後
、
寛
文
・
延
宝
期
に
は
山
口
町
奉
行
を
務
め
た
。

譜
録
に
は
、
次
の
よ
う
な
江
戸
加
判
衆
連
署
奉
書
が
録
上
さ
れ
て
い
る
。

御
方
事
、
御
役
目
数
年
相
続
候
へ
共
、
御
家
来
衆
役
目
之
遠
近
、
老

萩
藩
の
分
限
帳
・
無
給
帳
と
遠
近
方
　（
河
本
）

二
三



（
当
職
堅
田
就
政
）

常
喜
兵
へ
申
渡
相
調
、
此
度
差
上
せ
申
候
、
恐
惶
謹
言

（
慶
安
四
年
）

（
国
元
加
判
毛
利
就
頼
）

六
月
十
九
日

毛

右
京

（
当
職
国
司
就
正
）

国

備
後

（
国
元
加
判
益
田
就
宣
）

益

越
中

（
当
職
児
玉
元
征
）

児

民
部

（
江
戸
加
判
毛
利
就
宣
）

毛

宮
内
少
様

（
当
役
児
玉
元
恒
）

児

淡
路
守
様

（
当
役
椙
杜
就
幸
）

椙

兵
庫
頭
様

右
の
奉
書
は
、
国
元
加
判
衆
か
ら
江
戸
加
判
衆
へ
宛
て
た
も
の
で
、
当

時
、
江
戸
方
は
国
元
に
対
し
て
新
規
に
分
限
帳
・
無
給
帳
を
作
成
し
て
送

付
す
る
よ
う
求
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
分
限
帳
は
先
日
送
付
し
、
無

給
帳
は
、
井
上
七
郎
左
衛
門
（

）

と
兼
常
に
指
示
し
て
こ
の
度
差
し
送
る

と
い
う
内
容
で
あ
る
。

慶
安
四
年
と
い
え
ば
、
一
月
に
初
代
藩
主
毛
利
秀
就
が
亡
く
な
っ
て
お

り
、
毛
利
氏
一
門
を
中
心
に
幼
君
（
千
代
熊
、
綱
広
）
を
支
え
て
、
藩
政

や
公
儀
へ
の
務
め
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
年
で
あ
る
。
家

臣
に
対
し
て
、
公
儀
へ
の
役
負
担
や
家
中
役
等
を
差
配
す
る
際
、
給
禄
帳

は
極
め
て
重
要
な
帳
簿
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
藩
政
前
期
の
給
禄
帳
に
つ
い
て
、
次
の
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）

の
加
判
衆
奉
書
に
注
目
し
た
い
（

）

。

右
古
来
之
分
限
帳
相
尋
候
処
、
自
先
年
組
之
入
替
其
外
御
仕
組
有
之

節
者
、
其
時
々
ニ
分
限
帳
調
替
就
被
仰
付
候
、
無
之
由
候
、
就
夫
明

暦
元
年
之
分
限
帳
ニ
各
判
形
仕
置
候
之
条
、
自
今
以
後
組
之
入
替
御

仕
与
等
有
之
候
者
、
銘
々
名
書
之
脇
ニ
子
細
被
書
付
置
、
後
年
記
録

之
分
限
帳
ニ
可
被
仕
候
、
旁
替
被
申
候
者
替
り
之
衆
江
此
帳
可
被
引

渡
候
、
以
上

明
暦
元
年
十
一
月
吉
日

堅

安
房
守
書
判
・
印
判

（
国
元
加
判
益
田
就
宣
）

益

越
中
守
同
同

（
同
毛
利
就
頼
）

毛

左
京
進
同
同

（
同
毛
利
就
方
）

毛

宮
内
少
輔
同
同

（
遠
近
方
）

兼
常
喜
兵
衛
殿

（
同
）

児
玉
藤
右
衛
門
殿

右
に
よ
れ
ば
、
「
古
来
之
分
限
帳
」
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
先
年
よ
り
組

の
入
れ
替
え
や
「
仕
組
」
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
都
度
分
限
帳
を
調
え
替

え
て
き
た
の
で
、
「
古
来
之
分
限
帳
」
は
保
存
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
明
暦
元
年
の
分
限
帳
に
加
判
衆
が
「
判
形
」
を
す
る
の
で
、

こ
れ
以
後
の
異
動
は
家
臣
の
「
名
書
之
脇
」
に
子
細
を
書
き
付
け
て
、「
後

萩
藩
の
分
限
帳
・
無
給
帳
と
遠
近
方
　（
河
本
）

二
四



（
当
職
堅
田
就
政
）

常
喜
兵
へ
申
渡
相
調
、
此
度
差
上
せ
申
候
、
恐
惶
謹
言

（
慶
安
四
年
）

（
国
元
加
判
毛
利
就
頼
）

六
月
十
九
日

毛

右
京

（
当
職
国
司
就
正
）

国

備
後

（
国
元
加
判
益
田
就
宣
）

益

越
中

（
当
職
児
玉
元
征
）

児

民
部

（
江
戸
加
判
毛
利
就
宣
）

毛

宮
内
少
様

（
当
役
児
玉
元
恒
）

児

淡
路
守
様

（
当
役
椙
杜
就
幸
）

椙

兵
庫
頭
様

右
の
奉
書
は
、
国
元
加
判
衆
か
ら
江
戸
加
判
衆
へ
宛
て
た
も
の
で
、
当

時
、
江
戸
方
は
国
元
に
対
し
て
新
規
に
分
限
帳
・
無
給
帳
を
作
成
し
て
送

付
す
る
よ
う
求
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
分
限
帳
は
先
日
送
付
し
、
無

給
帳
は
、
井
上
七
郎
左
衛
門
（

）

と
兼
常
に
指
示
し
て
こ
の
度
差
し
送
る

と
い
う
内
容
で
あ
る
。

慶
安
四
年
と
い
え
ば
、
一
月
に
初
代
藩
主
毛
利
秀
就
が
亡
く
な
っ
て
お

り
、
毛
利
氏
一
門
を
中
心
に
幼
君
（
千
代
熊
、
綱
広
）
を
支
え
て
、
藩
政

や
公
儀
へ
の
務
め
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
年
で
あ
る
。
家

臣
に
対
し
て
、
公
儀
へ
の
役
負
担
や
家
中
役
等
を
差
配
す
る
際
、
給
禄
帳

は
極
め
て
重
要
な
帳
簿
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
藩
政
前
期
の
給
禄
帳
に
つ
い
て
、
次
の
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）

の
加
判
衆
奉
書
に
注
目
し
た
い
（

）

。

右
古
来
之
分
限
帳
相
尋
候
処
、
自
先
年
組
之
入
替
其
外
御
仕
組
有
之

節
者
、
其
時
々
ニ
分
限
帳
調
替
就
被
仰
付
候
、
無
之
由
候
、
就
夫
明

暦
元
年
之
分
限
帳
ニ
各
判
形
仕
置
候
之
条
、
自
今
以
後
組
之
入
替
御

仕
与
等
有
之
候
者
、
銘
々
名
書
之
脇
ニ
子
細
被
書
付
置
、
後
年
記
録

之
分
限
帳
ニ
可
被
仕
候
、
旁
替
被
申
候
者
替
り
之
衆
江
此
帳
可
被
引

渡
候
、
以
上

明
暦
元
年
十
一
月
吉
日

堅

安
房
守
書
判
・
印
判

（
国
元
加
判
益
田
就
宣
）

益

越
中
守
同
同

（
同
毛
利
就
頼
）

毛

左
京
進
同
同

（
同
毛
利
就
方
）

毛

宮
内
少
輔
同
同

（
遠
近
方
）

兼
常
喜
兵
衛
殿

（
同
）

児
玉
藤
右
衛
門
殿

右
に
よ
れ
ば
、
「
古
来
之
分
限
帳
」
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
先
年
よ
り
組

の
入
れ
替
え
や
「
仕
組
」
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
都
度
分
限
帳
を
調
え
替

え
て
き
た
の
で
、
「
古
来
之
分
限
帳
」
は
保
存
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
明
暦
元
年
の
分
限
帳
に
加
判
衆
が
「
判
形
」
を
す
る
の
で
、

こ
れ
以
後
の
異
動
は
家
臣
の
「
名
書
之
脇
」
に
子
細
を
書
き
付
け
て
、「
後

萩
藩
の
分
限
帳
・
無
給
帳
と
遠
近
方
　（
河
本
）

二
五



類
さ
れ
た
給
禄
帳
の
年
代
を
ま
と
め
た
表
１
と
符
合
す
る
。
寛
文
か
ら
宝

暦
の
間
は
、
概
ね
二
年
ご
と
、
あ
る
い
は
三
年
ご
と
に
作
成
さ
れ
て
い
た

と
指
摘
で
き
、
明
和
の
記
録
通
り
で
あ
る
。
表
に
は
掲
げ
な
か
っ
た
が
、

宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
か
ら
は
、
概
ね
中
四
年
す
な
わ
ち
五
年
ご
と

に
改
訂
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
、
現
存
す
る
明
暦
元
年
分
限

帳
は
、
家
臣
団
全
体
の
名
前
を
記
載
し
た
も
の
で
は
な
く
、
変
更
が
あ
っ

た
事
柄
を
記
し
た
も
の
で
、
一
覧
か
ら
は
除
い
た
。

ま
た
「
給
禄
」
に
は
、
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
・
寛
永
二
年
（
一
六

二
五
）
・
同
四
年
等
々
の
「
分
限
帳
」
（
写
）
も
伝
来
す
る
。
こ
の
う
ち

寛
永
四
年
「
分
限
牒
」
の
奥
書
に
「
此
壱
冊
者
口
羽
衛
士
方
ニ
有
之
密
書

之
由
ニ
而
、
御
用
所
ゟ
被
差
越
、
遠
近
方
ニ
無
之
候
者
写
可
被
仰
付
と
の

儀
ニ
付
而
、
寛
延
三
午
五
月
写
之
」
と
（

）

あ
り
、
寄
組
口
羽
家
伝
来
の

も
の
を
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
に
写
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

前
述
の
と
お
り
、
遠
近
方
に
は
明
暦
元
年
以
前
の
給
禄
帳
は
保
存
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
口
羽
家
が
伝
え
て
い
た
分
限
帳
は
、
な
ん
ら
か
の
方
法

で
閲
覧
・
筆
写
す
る
機
会
を
得
て
口
羽
家
が
写
を
作
成
し
た
か
、
も
し
く

は
二
次
的
に
写
を
作
成
し
た
の
だ
ろ
う
。
分
限
帳
に
お
け
る
名
前
の
記
載

順
す
な
わ
ち
筆
並
は
、
そ
の
家
に
と
っ
て
重
大
な
関
心
事
で
あ
っ
た
こ
と

は
理
解
で
き
る
。
個
人
的
に
持
ち
た
い
と
い
う
欲
求
か
ら
、
分
限
帳
を
借

り
出
し
て
写
を
作
成
し
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
家
臣

の
行
動
に
よ
っ
て
、
遠
近
方
は
保
管
し
て
い
な
か
っ
た
時
期
の
分
限
帳
を

管
理
下
に
置
く
こ
と
が
で
き
、
ま
た
そ
の
分
限
帳
の
内
容
を
今
に
知
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。

二

藩
政
後
期
の
給
禄
帳
と
遠
近
方

―
作
成
と
管
理
―

さ
て
、
給
禄
帳
を
管
理
し
た
遠
近
方
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
き
た
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、
「
分
限
帳

詮
議
物
」
（

）

と
い
う
史
料
に
依
拠
し
て
、
後
期
の
給
禄
帳
と
、
そ
れ
を

管
理
す
る
遠
近
方
の
活
動
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
同
史
料
は
「
詮
儀
物
」

と
あ
る
よ
う
に
、
家
臣
の
「
筆
並
」
に
つ
い
て
判
断
し
難
い
事
例
を
検
討

し
た
内
容
や
、
給
禄
帳
の
作
成
や
管
理
の
あ
り
方
に
か
か
る
藩
の
上
層
部

か
ら
の
指
示
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
多

く
は
「
分
限
帳
改
」
に
関
連
す
る
文
書
を
記
録
し
た
も
の
で
、
元
文
年
間

か
ら
慶
応
年
間
ま
で
の
内
容
を
含
む
。

こ
れ
と
は
別
に
「
分
限
帳
問
箇
条
」
（

）

が
あ
り
、
こ
ち
ら
は
主
に
加

増
・
減
封
に
よ
る
家
臣
の
「
筆
並
」
に
つ
い
て
の
分
限
帳
方
か
ら
の
問
箇

条
（
多
く
は
、
判
断
に
迷
っ
て
、
問
題
点
を
整
理
し
て
上
層
部
に
判
断
を
求
め

た
も
の
）
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

「
分
限
帳
詮
議
物
」
第
四
分
冊
の
な
か
に
、
次
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
。

萩
藩
の
分
限
帳
・
無
給
帳
と
遠
近
方
　（
河
本
）

二
六



類
さ
れ
た
給
禄
帳
の
年
代
を
ま
と
め
た
表
１
と
符
合
す
る
。
寛
文
か
ら
宝

暦
の
間
は
、
概
ね
二
年
ご
と
、
あ
る
い
は
三
年
ご
と
に
作
成
さ
れ
て
い
た

と
指
摘
で
き
、
明
和
の
記
録
通
り
で
あ
る
。
表
に
は
掲
げ
な
か
っ
た
が
、

宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
か
ら
は
、
概
ね
中
四
年
す
な
わ
ち
五
年
ご
と

に
改
訂
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
、
現
存
す
る
明
暦
元
年
分
限

帳
は
、
家
臣
団
全
体
の
名
前
を
記
載
し
た
も
の
で
は
な
く
、
変
更
が
あ
っ

た
事
柄
を
記
し
た
も
の
で
、
一
覧
か
ら
は
除
い
た
。

ま
た
「
給
禄
」
に
は
、
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
・
寛
永
二
年
（
一
六

二
五
）
・
同
四
年
等
々
の
「
分
限
帳
」
（
写
）
も
伝
来
す
る
。
こ
の
う
ち

寛
永
四
年
「
分
限
牒
」
の
奥
書
に
「
此
壱
冊
者
口
羽
衛
士
方
ニ
有
之
密
書

之
由
ニ
而
、
御
用
所
ゟ
被
差
越
、
遠
近
方
ニ
無
之
候
者
写
可
被
仰
付
と
の

儀
ニ
付
而
、
寛
延
三
午
五
月
写
之
」
と
（

）

あ
り
、
寄
組
口
羽
家
伝
来
の

も
の
を
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
に
写
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

前
述
の
と
お
り
、
遠
近
方
に
は
明
暦
元
年
以
前
の
給
禄
帳
は
保
存
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
口
羽
家
が
伝
え
て
い
た
分
限
帳
は
、
な
ん
ら
か
の
方
法

で
閲
覧
・
筆
写
す
る
機
会
を
得
て
口
羽
家
が
写
を
作
成
し
た
か
、
も
し
く

は
二
次
的
に
写
を
作
成
し
た
の
だ
ろ
う
。
分
限
帳
に
お
け
る
名
前
の
記
載

順
す
な
わ
ち
筆
並
は
、
そ
の
家
に
と
っ
て
重
大
な
関
心
事
で
あ
っ
た
こ
と

は
理
解
で
き
る
。
個
人
的
に
持
ち
た
い
と
い
う
欲
求
か
ら
、
分
限
帳
を
借

り
出
し
て
写
を
作
成
し
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
家
臣

の
行
動
に
よ
っ
て
、
遠
近
方
は
保
管
し
て
い
な
か
っ
た
時
期
の
分
限
帳
を

管
理
下
に
置
く
こ
と
が
で
き
、
ま
た
そ
の
分
限
帳
の
内
容
を
今
に
知
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。

二

藩
政
後
期
の
給
禄
帳
と
遠
近
方

―
作
成
と
管
理
―

さ
て
、
給
禄
帳
を
管
理
し
た
遠
近
方
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
き
た
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、
「
分
限
帳

詮
議
物
」
（

）

と
い
う
史
料
に
依
拠
し
て
、
後
期
の
給
禄
帳
と
、
そ
れ
を

管
理
す
る
遠
近
方
の
活
動
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
同
史
料
は
「
詮
儀
物
」

と
あ
る
よ
う
に
、
家
臣
の
「
筆
並
」
に
つ
い
て
判
断
し
難
い
事
例
を
検
討

し
た
内
容
や
、
給
禄
帳
の
作
成
や
管
理
の
あ
り
方
に
か
か
る
藩
の
上
層
部

か
ら
の
指
示
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
多

く
は
「
分
限
帳
改
」
に
関
連
す
る
文
書
を
記
録
し
た
も
の
で
、
元
文
年
間

か
ら
慶
応
年
間
ま
で
の
内
容
を
含
む
。

こ
れ
と
は
別
に
「
分
限
帳
問
箇
条
」
（

）

が
あ
り
、
こ
ち
ら
は
主
に
加

増
・
減
封
に
よ
る
家
臣
の
「
筆
並
」
に
つ
い
て
の
分
限
帳
方
か
ら
の
問
箇

条
（
多
く
は
、
判
断
に
迷
っ
て
、
問
題
点
を
整
理
し
て
上
層
部
に
判
断
を
求
め

た
も
の
）
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

「
分
限
帳
詮
議
物
」
第
四
分
冊
の
な
か
に
、
次
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
。

萩
藩
の
分
限
帳
・
無
給
帳
と
遠
近
方
　（
河
本
）

二
七



萩
藩
の
分
限
帳
・
無
給
帳
と
遠
近
方
　（
河
本
）

二
八



萩
藩
の
分
限
帳
・
無
給
帳
と
遠
近
方
　（
河
本
）

二
九



理
解
さ
れ
る
。
家
臣
に
よ
っ
て
は
、
頻
繁
に
筆
並
・
組
の
異
動
が
繰
り
返

さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
一
旦
、
朱
書
さ
れ
た
家
臣
に
再
び
異
動
が
生
じ

た
と
き
は
、
今
度
は
朱
書
が
墨
消
さ
れ
、
異
動
の
内
容
が
墨
書
さ
れ
る
。

以
下
、
朱
→
墨
→
朱
の
順
で
書
き
込
ま
れ
る
。
ま
た
異
動
が
輻
輳
し
て
、

余
白
が
不
足
し
た
場
合
は
「
懸
紙
」
「
刎
紙
」
等
の
別
紙
に
必
要
事
項
が

記
載
さ
れ
、
該
当
箇
所
に
貼
付
さ
れ
る
。

毛
利
家
中
の
総
体
を
記
し
た
根
本
台
帳
「
御
根
帳
」
は
、
家
臣
の
異
動

を
そ
の
都
度
記
録
し
て
、
常
に
最
新
の
情
報
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
た
。

現
在
、
毛
利
家
文
庫
「
給
禄
」
に
分
類
さ
れ
た
給
禄
帳
の
多
数
は
竪
冊

で
あ
る
。
竪
冊
の
給
禄
帳
を
見
る
と
、
「
御
根
帳
」
の
記
載
内
容
を
支
藩

主
か
ら
順
に
写
し
、
組
と
組
と
の
間
隔
は
明
け
て
い
る
が
、
組
内
の
家
臣

の
記
載
は
、
間
隔
を
詰
め
て
写
し
て
い
る
。「
御
根
帳
」
の
最
初
の
墨
書
、

家
臣
個
々
の
組
替
、
加
増
・
減
知
に
よ
る
異
動
を
記
し
た
、
朱
書
・
墨
書
、

張
紙
（
刎
紙
）
の
記
載
内
容
を
忠
実
に
写
し
て
い
る
。
文
字
だ
け
で
は
な

く
、
「
御
根
帳
」
で
敢
え
て
筆
並
の
間
隔
を
開
け
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て

は
、
「
間
明
」
な
ど
と
書
き
込
ん
で
「
御
根
帳
」
の
原
態
に
つ
い
て
も
表

現
し
て
い
る
。

図
２
と
図
３
を
比
較
す
れ
ば
、
図
３
が
図
２
の
記
載
内
容
を
上
か
ら
順

番
に
余
白
を
詰
め
て
書
き
写
し
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
現
存
す
る

竪
冊
の
給
禄
帳
は
、
大
方
こ
の
よ
う
な
記
載
で
あ
っ
て
、
現
用
を
目
的
と

し
た
も
の
で
は
な
く
、「
御
根
帳
」
の
新
調
後
に
作
成
さ
れ
た
写
で
あ
る
。

横
長
帳
で
あ
る
「
御
根
帳
」
は
、
常
に
家
臣
の
最
新
の
情
報
を
記
す
基

礎
台
帳
と
し
て
五
年
間
使
用
さ
れ
、
そ
し
て
新
た
な
帳
簿
に
切
り
替
え
ら

れ
る
。
現
用
を
終
え
た
「
御
根
帳
」
に
つ
い
て
は
、
分
限
帳
方
が
写
を
作

成
し
た
（
写
の
作
成
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）
。

な
お
、
「
給
禄
」
に
分
類
さ
れ
た
給
禄
帳
の
写
の
な
か
に
は
、
密
用
方

が
そ
の
業
務
に
用
い
る
た
め
藩
の
各
職
座
か
ら
借
り
出
し
て
作
成
し
た
写

に
特
徴
的
な
表
紙
が
確
認
で
き
る
（

）

。
給
禄
帳
の
写
は
、
遠
近
方
が
作

成
し
た
写
と
密
用
方
が
作
成
し
た
写
が
混
在
す
る
と
見
ら
れ
る
。

後
年
の
参
考
あ
る
い
は
記
録
と
し
て
残
す
の
で
あ
れ
ば
、
「
御
根
帳
」

を
そ
の
ま
ま
保
存
す
る
と
い
う
考
え
方
も
で
き
た
は
ず
だ
が
、
た
く
さ
ん

の
朱
筆
ま
た
は
墨
筆
の
追
記
に
、
少
な
く
な
い
「
張
紙
」
の
あ
る
分
厚
い

横
長
帳
で
は
却
っ
て
不
便
と
い
う
判
断
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
２
）
御
前
分
限
帳

「
御
前
分
限
帳
」
は
、
文
字
通
り
藩
主
毛
利
氏
の
「
御
前
」
に
提
示
す

る
給
禄
帳
で
、
藩
主
の
給
禄
帳
で
あ
る
。
藩
主
毛
利
氏
は
主
従
制
の
頂
点

に
立
つ
存
在
で
あ
り
、
そ
の
扶
持
す
る
全
て
の
家
臣
を
記
載
し
た
分
限

帳
・
無
給
帳
を
手
元
に
置
く
こ
と
は
、
至
極
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

萩
藩
の
分
限
帳
・
無
給
帳
と
遠
近
方
　（
河
本
）

三
〇



理
解
さ
れ
る
。
家
臣
に
よ
っ
て
は
、
頻
繁
に
筆
並
・
組
の
異
動
が
繰
り
返

さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
一
旦
、
朱
書
さ
れ
た
家
臣
に
再
び
異
動
が
生
じ

た
と
き
は
、
今
度
は
朱
書
が
墨
消
さ
れ
、
異
動
の
内
容
が
墨
書
さ
れ
る
。

以
下
、
朱
→
墨
→
朱
の
順
で
書
き
込
ま
れ
る
。
ま
た
異
動
が
輻
輳
し
て
、

余
白
が
不
足
し
た
場
合
は
「
懸
紙
」
「
刎
紙
」
等
の
別
紙
に
必
要
事
項
が

記
載
さ
れ
、
該
当
箇
所
に
貼
付
さ
れ
る
。

毛
利
家
中
の
総
体
を
記
し
た
根
本
台
帳
「
御
根
帳
」
は
、
家
臣
の
異
動

を
そ
の
都
度
記
録
し
て
、
常
に
最
新
の
情
報
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
た
。

現
在
、
毛
利
家
文
庫
「
給
禄
」
に
分
類
さ
れ
た
給
禄
帳
の
多
数
は
竪
冊

で
あ
る
。
竪
冊
の
給
禄
帳
を
見
る
と
、
「
御
根
帳
」
の
記
載
内
容
を
支
藩

主
か
ら
順
に
写
し
、
組
と
組
と
の
間
隔
は
明
け
て
い
る
が
、
組
内
の
家
臣

の
記
載
は
、
間
隔
を
詰
め
て
写
し
て
い
る
。「
御
根
帳
」
の
最
初
の
墨
書
、

家
臣
個
々
の
組
替
、
加
増
・
減
知
に
よ
る
異
動
を
記
し
た
、
朱
書
・
墨
書
、

張
紙
（
刎
紙
）
の
記
載
内
容
を
忠
実
に
写
し
て
い
る
。
文
字
だ
け
で
は
な

く
、
「
御
根
帳
」
で
敢
え
て
筆
並
の
間
隔
を
開
け
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て

は
、
「
間
明
」
な
ど
と
書
き
込
ん
で
「
御
根
帳
」
の
原
態
に
つ
い
て
も
表

現
し
て
い
る
。

図
２
と
図
３
を
比
較
す
れ
ば
、
図
３
が
図
２
の
記
載
内
容
を
上
か
ら
順

番
に
余
白
を
詰
め
て
書
き
写
し
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
現
存
す
る

竪
冊
の
給
禄
帳
は
、
大
方
こ
の
よ
う
な
記
載
で
あ
っ
て
、
現
用
を
目
的
と

し
た
も
の
で
は
な
く
、「
御
根
帳
」
の
新
調
後
に
作
成
さ
れ
た
写
で
あ
る
。

横
長
帳
で
あ
る
「
御
根
帳
」
は
、
常
に
家
臣
の
最
新
の
情
報
を
記
す
基

礎
台
帳
と
し
て
五
年
間
使
用
さ
れ
、
そ
し
て
新
た
な
帳
簿
に
切
り
替
え
ら

れ
る
。
現
用
を
終
え
た
「
御
根
帳
」
に
つ
い
て
は
、
分
限
帳
方
が
写
を
作

成
し
た
（
写
の
作
成
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）
。

な
お
、
「
給
禄
」
に
分
類
さ
れ
た
給
禄
帳
の
写
の
な
か
に
は
、
密
用
方

が
そ
の
業
務
に
用
い
る
た
め
藩
の
各
職
座
か
ら
借
り
出
し
て
作
成
し
た
写

に
特
徴
的
な
表
紙
が
確
認
で
き
る
（

）

。
給
禄
帳
の
写
は
、
遠
近
方
が
作

成
し
た
写
と
密
用
方
が
作
成
し
た
写
が
混
在
す
る
と
見
ら
れ
る
。

後
年
の
参
考
あ
る
い
は
記
録
と
し
て
残
す
の
で
あ
れ
ば
、
「
御
根
帳
」

を
そ
の
ま
ま
保
存
す
る
と
い
う
考
え
方
も
で
き
た
は
ず
だ
が
、
た
く
さ
ん

の
朱
筆
ま
た
は
墨
筆
の
追
記
に
、
少
な
く
な
い
「
張
紙
」
の
あ
る
分
厚
い

横
長
帳
で
は
却
っ
て
不
便
と
い
う
判
断
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
２
）
御
前
分
限
帳

「
御
前
分
限
帳
」
は
、
文
字
通
り
藩
主
毛
利
氏
の
「
御
前
」
に
提
示
す

る
給
禄
帳
で
、
藩
主
の
給
禄
帳
で
あ
る
。
藩
主
毛
利
氏
は
主
従
制
の
頂
点

に
立
つ
存
在
で
あ
り
、
そ
の
扶
持
す
る
全
て
の
家
臣
を
記
載
し
た
分
限

帳
・
無
給
帳
を
手
元
に
置
く
こ
と
は
、
至
極
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

萩
藩
の
分
限
帳
・
無
給
帳
と
遠
近
方
　（
河
本
）

三
一



使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
表
４
に
示
し
た
よ
う
に
、
文

政
十
年
（
一
八
二
七
）
三
月
十
日
の
新
規
作
成
は
、
葛
飾
屋
敷
に
隠
居
し

た
毛
利
斉
煕
の
手
元
に
置
く
「
大
殿
様
御
前
分
限
帳
」
で
あ
っ
た
。
斉
煕

は
葛
飾
屋
敷
に
当
役
以
下
の
役
人
や
番
手
を
置
き
、
権
力
を
握
っ
た
ま
ま

で
「
大
御
所
」
と
し
て
振
る
舞
っ
た
。
「
大
殿
様
御
用
」
の
御
前
分
限
帳

は
三
月
五
日
に
は
指
示
が
出
さ
れ
て
い
た
が
、
完
成
は
七
月
二
十
一
日
で

同
月
二
十
九
日
の
飛
脚
便
で
葛
飾
屋
敷
へ
送
付
さ
れ
た
。
ま
た
三
月
九
日

に
は
通
常
の
御
前
分
限
帳
の
改
め
も
指
示
が
出
さ
れ
た
が
、
分
限
帳
方
は

「
御
根
帳
大
改
」
の
年
に
も
当
た
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
後
で
も
よ
い
か

と
伺
い
を
立
て
了
承
さ
れ
た
。

こ
の
給
禄
帳
は
、
改
訂
年
の
短
冊
「
天
保
六
年
五
月
朔
日
」
が
「
分
限

帳
詮
儀
物
」
の
記
載
と
合
致
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
大
殿
様
御
用
分
限
帳
」

の
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
記
録
に
あ
る
文
政
十
二
年
の
短

冊
が
な
い
こ
と
の
説
明
が
で
き
な
い
。
検
討
の
余
地
が
残
る
。

図
４
の
ほ
か
に
、
同
型
の
分
限
帳
・
無
給
帳
が
も
う
一
組
伝
来
し
（

）
、

そ
ち
ら
の
改
訂
年
を
示
す
短
冊
は
、

「
文
政
七
申
正
月
朔
日
新
規
調
之
」

「
文
政
九
戌
十
月
朔
日
改
之
」

「
文
政
十
三
寅
閏
三
月
朔
日
改
之
」

「
天
保
五
午
十
一
月
朔
日
改
之
」

「
天
保
九
戌
十
月
朔
日
改
之
」

「
嘉
永
三
戌
八
月
朔
日
改
之
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
ま
で
の
改
訂
年
月
日
が
「
分

限
帳
詮
儀
物
」
の
そ
れ
と
合
致
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
ち
ら
が
「
御
前
分
限

帳
」
の
可
能
性
が
高
い
。
現
存
す
る
二
組
の
給
禄
帳
は
四
半
世
紀
以
上
継

続
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。

先
に
触
れ
た
佐
々
木
忠
が
分
限
帳
方
に
な
る
前
年
（
寛
政
六
年
）
に
「
御

根
帳
」
の
改
訂
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
寛
政
七
年
七
月
二
十
日
に
「
御
前

分
限
帳
」
改
め
が
行
わ
れ
た
。
次
の
史
料
が
そ
の
と
き
の
記
録
で
あ
る
。

こ
れ
が
「
分
限
帳
詮
議
物
」
に
お
け
る
「
分
限
帳
改
」
に
か
か
る
記
録
の

嚆
矢
で
、
こ
れ
以
後
、
「
御
根
帳
」
「
御
前
分
限
帳
」
「
江
戸
方
分
限
帳
」

の
各
「
分
限
帳
改
」
を
実
施
し
た
と
き
の
記
録
が
記
載
さ
れ
る
。

寛
政
七
卯
年
七
月
廿
日
改
之
御
前
分
限
牒
一
事

一
分
限
牒
白
根
七
郎
、
無
給
帳
村
岡
源
右
衛
門
懸
り

一
六
月
二
日
ゟ
七
月
廿
一
日
迄
ニ
相
済
候

一
読
合
七
篇

一
七
月
廿
一
日
、
於
御
蔵
元
当
職
毛
利
内
匠
殿
見
分
被
為
達
候

一
二
冊
黄
広
折
ニ
て
包
之
、
内
匠
殿
印
封
調
候

一
箱
入
ニ
し
て
上
封
、
遠
近
方
山
縣
源
三
郎
印
封
調
候

一
探
紙
調
替
候

家
臣
個
々
の
異
動
は
、
遠
近
方
が
管
理
し
常
に
最
新
の
情
報
を
「
御
根

帳
」
に
反
映
さ
せ
て
い
た
。
こ
の
「
御
根
帳
」
を
も
と
に
、
定
期
的
に
「
御

前
分
限
帳
」
は
改
訂
さ
れ
て
い
た
。

毛
利
家
文
庫
「
給
禄
」
に
分
類
さ
れ
た
給
禄
帳
の
な
か
に
、
「
御
前
分

限
帳
」
と
い
う
文
書
名
を
付
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
図
４
が
そ
れ
で
、
木

箱
に
分
限
帳
と
無
給
帳
が
一
冊
ず
つ
納
め
ら
れ
て
い
る
。
木
箱
の
上
蓋
は

伝
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
厚
手
の
台
紙
（
タ
テ
一
四
・
五
セ
ン
チ×

ヨ

コ
二
一
・
〇
セ
ン
チ
）
に
、
家
臣
ご
と
に
禄
高
・
名
前
（
嫡
子
が
嫡
子
雇
と

し
て
出
仕
し
て
い
る
と
き
は
、
嫡
子
の
名
前
も
）
・
改
帳
年
の
年
齢
を
記
し

た
短
冊
（
タ
テ
一
二
・
七
セ
ン
チ×

ヨ
コ
三
・
〇
セ
ン
チ
）
を
貼
付
し
て
作

成
さ
れ
、
台
紙
に
は
短
冊
を
剥
が
し
た
痕
跡
（
糊
の
跡
）
が
残
っ
て
い
る
。

帳
簿
全
体
を
通
じ
て
朱
書
は
な
い
。
台
紙
は
数
枚
ず
つ
が
糸
綴
じ
さ
れ
、

そ
の
糸
綴
じ
さ
れ
た
冊
を
合
冊
し
て
作
ら
れ
て
い
た
。
無
給
帳
に
は
、
次

の
短
冊
が
貼
付
さ
れ
る
（
図
４
右
下
）
。

「
文
政
十
亥
三
月
十
日
新
規
調
之
」

「
天
保
六
未
五
月
朔
日
改
之
」

「
天
保
十
一
子
六
月
朔
日
改
之
」

「
弘
化
三
午
八
月
十
五
日
改
之
」

「
嘉
永
五
子
閏
二
月
廿
日
改
之
」

こ
れ
ら
は
、
御
前
分
限
帳
の
改
訂
年
月
日
で
、
こ
の
台
帳
は
継
続
し
て

図４ 御前分限帳
文庫「給禄」 。木箱と分限帳・無給帳。右上は分限帳の冒頭部分、右下は無給帳に
貼り付けられた短冊で、改訂の年月日が記されている。

萩
藩
の
分
限
帳
・
無
給
帳
と
遠
近
方
　（
河
本
）
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使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
表
４
に
示
し
た
よ
う
に
、
文

政
十
年
（
一
八
二
七
）
三
月
十
日
の
新
規
作
成
は
、
葛
飾
屋
敷
に
隠
居
し

た
毛
利
斉
煕
の
手
元
に
置
く
「
大
殿
様
御
前
分
限
帳
」
で
あ
っ
た
。
斉
煕

は
葛
飾
屋
敷
に
当
役
以
下
の
役
人
や
番
手
を
置
き
、
権
力
を
握
っ
た
ま
ま

で
「
大
御
所
」
と
し
て
振
る
舞
っ
た
。
「
大
殿
様
御
用
」
の
御
前
分
限
帳

は
三
月
五
日
に
は
指
示
が
出
さ
れ
て
い
た
が
、
完
成
は
七
月
二
十
一
日
で

同
月
二
十
九
日
の
飛
脚
便
で
葛
飾
屋
敷
へ
送
付
さ
れ
た
。
ま
た
三
月
九
日

に
は
通
常
の
御
前
分
限
帳
の
改
め
も
指
示
が
出
さ
れ
た
が
、
分
限
帳
方
は

「
御
根
帳
大
改
」
の
年
に
も
当
た
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
後
で
も
よ
い
か

と
伺
い
を
立
て
了
承
さ
れ
た
。

こ
の
給
禄
帳
は
、
改
訂
年
の
短
冊
「
天
保
六
年
五
月
朔
日
」
が
「
分
限

帳
詮
儀
物
」
の
記
載
と
合
致
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
大
殿
様
御
用
分
限
帳
」

の
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
記
録
に
あ
る
文
政
十
二
年
の
短

冊
が
な
い
こ
と
の
説
明
が
で
き
な
い
。
検
討
の
余
地
が
残
る
。

図
４
の
ほ
か
に
、
同
型
の
分
限
帳
・
無
給
帳
が
も
う
一
組
伝
来
し
（

）
、

そ
ち
ら
の
改
訂
年
を
示
す
短
冊
は
、

「
文
政
七
申
正
月
朔
日
新
規
調
之
」

「
文
政
九
戌
十
月
朔
日
改
之
」

「
文
政
十
三
寅
閏
三
月
朔
日
改
之
」

「
天
保
五
午
十
一
月
朔
日
改
之
」

「
天
保
九
戌
十
月
朔
日
改
之
」

「
嘉
永
三
戌
八
月
朔
日
改
之
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
ま
で
の
改
訂
年
月
日
が
「
分

限
帳
詮
儀
物
」
の
そ
れ
と
合
致
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
ち
ら
が
「
御
前
分
限

帳
」
の
可
能
性
が
高
い
。
現
存
す
る
二
組
の
給
禄
帳
は
四
半
世
紀
以
上
継

続
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。

先
に
触
れ
た
佐
々
木
忠
が
分
限
帳
方
に
な
る
前
年
（
寛
政
六
年
）
に
「
御

根
帳
」
の
改
訂
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
寛
政
七
年
七
月
二
十
日
に
「
御
前

分
限
帳
」
改
め
が
行
わ
れ
た
。
次
の
史
料
が
そ
の
と
き
の
記
録
で
あ
る
。

こ
れ
が
「
分
限
帳
詮
議
物
」
に
お
け
る
「
分
限
帳
改
」
に
か
か
る
記
録
の

嚆
矢
で
、
こ
れ
以
後
、
「
御
根
帳
」
「
御
前
分
限
帳
」
「
江
戸
方
分
限
帳
」

の
各
「
分
限
帳
改
」
を
実
施
し
た
と
き
の
記
録
が
記
載
さ
れ
る
。

寛
政
七
卯
年
七
月
廿
日
改
之
御
前
分
限
牒
一
事

一
分
限
牒
白
根
七
郎
、
無
給
帳
村
岡
源
右
衛
門
懸
り

一
六
月
二
日
ゟ
七
月
廿
一
日
迄
ニ
相
済
候

一
読
合
七
篇

一
七
月
廿
一
日
、
於
御
蔵
元
当
職
毛
利
内
匠
殿
見
分
被
為
達
候

一
二
冊
黄
広
折
ニ
て
包
之
、
内
匠
殿
印
封
調
候

一
箱
入
ニ
し
て
上
封
、
遠
近
方
山
縣
源
三
郎
印
封
調
候

一
探
紙
調
替
候

家
臣
個
々
の
異
動
は
、
遠
近
方
が
管
理
し
常
に
最
新
の
情
報
を
「
御
根

帳
」
に
反
映
さ
せ
て
い
た
。
こ
の
「
御
根
帳
」
を
も
と
に
、
定
期
的
に
「
御

前
分
限
帳
」
は
改
訂
さ
れ
て
い
た
。

毛
利
家
文
庫
「
給
禄
」
に
分
類
さ
れ
た
給
禄
帳
の
な
か
に
、
「
御
前
分

限
帳
」
と
い
う
文
書
名
を
付
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
図
４
が
そ
れ
で
、
木

箱
に
分
限
帳
と
無
給
帳
が
一
冊
ず
つ
納
め
ら
れ
て
い
る
。
木
箱
の
上
蓋
は

伝
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
厚
手
の
台
紙
（
タ
テ
一
四
・
五
セ
ン
チ×

ヨ

コ
二
一
・
〇
セ
ン
チ
）
に
、
家
臣
ご
と
に
禄
高
・
名
前
（
嫡
子
が
嫡
子
雇
と

し
て
出
仕
し
て
い
る
と
き
は
、
嫡
子
の
名
前
も
）
・
改
帳
年
の
年
齢
を
記
し

た
短
冊
（
タ
テ
一
二
・
七
セ
ン
チ×

ヨ
コ
三
・
〇
セ
ン
チ
）
を
貼
付
し
て
作

成
さ
れ
、
台
紙
に
は
短
冊
を
剥
が
し
た
痕
跡
（
糊
の
跡
）
が
残
っ
て
い
る
。

帳
簿
全
体
を
通
じ
て
朱
書
は
な
い
。
台
紙
は
数
枚
ず
つ
が
糸
綴
じ
さ
れ
、

そ
の
糸
綴
じ
さ
れ
た
冊
を
合
冊
し
て
作
ら
れ
て
い
た
。
無
給
帳
に
は
、
次

の
短
冊
が
貼
付
さ
れ
る
（
図
４
右
下
）
。

「
文
政
十
亥
三
月
十
日
新
規
調
之
」

「
天
保
六
未
五
月
朔
日
改
之
」

「
天
保
十
一
子
六
月
朔
日
改
之
」

「
弘
化
三
午
八
月
十
五
日
改
之
」

「
嘉
永
五
子
閏
二
月
廿
日
改
之
」

こ
れ
ら
は
、
御
前
分
限
帳
の
改
訂
年
月
日
で
、
こ
の
台
帳
は
継
続
し
て

図４ 御前分限帳
文庫「給禄」 。木箱と分限帳・無給帳。右上は分限帳の冒頭部分、右下は無給帳に
貼り付けられた短冊で、改訂の年月日が記されている。

萩
藩
の
分
限
帳
・
無
給
帳
と
遠
近
方
　（
河
本
）
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っ
た
分
限
帳
が
国
元
に
送
付
さ
れ
た
と

み
ら
れ
る
。
そ
の
分
限
帳
は
翌
年
の
斉

房
帰
萩
の
際
に
提
出
す
べ
く
、
改
訂
作

業
が
行
わ
れ
た
。
「
寛
政
八
辰
六
月
二

日
改
之
御
前
分
限
牒
一
事
」に
よ
る
と
、

実
際
に
行
わ
れ
た
改
訂
作
業
は
三
月
七

日
か
ら
六
月
十
三
日
ま
で「
読
合
七
篇
」、

完
了
当
日
に
当
職
毛
利
内
匠
が
見
分
し
、

同
日
江
戸
方
の
役
人
に
渡
さ
れ
た
。

藩
主
斉
房
は
、
同
年
四
月
二
十
八
日

に
江
戸
を
発
ち
、
六
月
三
日
に
萩
城
到

着
、
初
入
国
を
果
た
し
た
。
結
局
、
こ

の
と
き
は
藩
主
の
帰
城
の
前
に
作
業
を

終
え
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
よ
う
で
、

前
述
の
給
禄
帳
提
出
に
か
か
る
規
定
は
、

必
ず
し
も
そ
の
と
お
り
に
い
か
な
か
っ

た
こ
と
も
わ
か
る
。

改
め
て
寛
政
七
年
か
ら
同
八
年
の

給
禄
帳
に
か
か
る
分
限
帳
方
の
実
務
を

整
理
し
て
お
く
と
、
表
５
の
と
お
り
で

あ
る
。
「
分
限
帳
詮
儀
物
」
に
は
「
寛
政
七
卯
年
七
月
廿
日
改
之
御
前
分

限
牒
一
事
」
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
実
務
作
業
は
翌
日
に
終
え
た

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
「
分
限
帳
改
」
の
記
事
は
、
公
式
に
予
定

し
た
期
日
が
あ
る
も
の
の
実
務
は
そ
れ
を
過
ぎ
て
完
了
す
る
こ
と
が
多
か

っ
た
が
、
予
定
し
た
当
職
に
よ
る
改
訂
の
「
分
限
帳
改
」
の
日
は
動
か
さ

な
か
っ
た
よ
う
だ
。

（
３
）
江
戸
方
分
限
帳

江
戸
方
分
限
帳
は
、
上
御
用
所
す
な
わ
ち
江
戸
当
役
の
手
元
で
使
用
さ

れ
た
給
禄
帳
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
「
享
和
三
亥
十
二
月
晦
日
改
江
戸
方
分
限
帳
一

件
」
に
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

右
只
今
迄
御
用
所
分
限
帳
弐
通
相
済
来
候
処
、
御
在
国
中
江
戸
留
守

居
一
通
り
ハ
不
残
置
候
ハ
而
ハ
、
御
閊
之
儀
も
有
之
候
付
、
今
一
通

り
新
規
ニ
調
相
成
候
様
ニ
と
、
先
御
在
国
之
内
江
戸
申
合
せ
有
之
、

此
度
新
規
調
相
成
候
、
尤
改
之
儀
ハ
只
今
迄
之
通
ニ
而
定
候
事

冒
頭
の
「
御
用
所
分
限
帳
弐
通
」
と
い
う
の
は
分
限
帳
と
無
給
帳
の
こ

と
を
指
す
。
藩
主
在
国
の
と
き
、
江
戸
方
分
限
帳
も
当
役
と
と
も
に
在
国

す
る
。
そ
の
際
、
江
戸
の
留
守
居
所
に
一
通
り
の
給
禄
帳
を
置
い
て
お
か

分限帳 無給帳

寛政7（1795）7.20 御前分限帳 白根七郎 村岡源右衛門 ６.２～７.21 斉房（在府）

寛政8（1796）2.22 江戸方分限帳 村岡源右衛門 鮎川宇兵衛 正.12～２.24

寛政8（1796）6.2 御前分限帳 嶋田九郎兵衛 三隅松之介 ３.７～６.13

寛政8（1796）11.10江戸方分限帳 村岡源右衛門 嶋田九郎兵衛 10.20～11.13

4.28江戸発。

6.3萩城着（初入国）

【典拠】「分限帳詮議物」文庫「給禄」107。田村哲夫「参勤帰国動静一覧」『山口県文書館研究紀

要』8、1981年。

表５　寛政７～８年の分限帳改訂作業

年代 分限帳改の対象
分限方の担当

作業期間 藩主の動向

一
分
限
牒
八
組
之
内
、
浮
米
高
取
・
御
扶
持
方
取
入
交
之
所
、
御
扶
持

方
与
申
字
見
合
之
事

一
諸
頭
等
調
へ
之
事

一
箱
之
中
有
之
金
具
白
紙
包
之
事

一
跡
職
未
被
仰
出
分
、
左
ニ
記
ス

無
給

井
上
栄
次
跡

（
後
略
）

分
限
帳
・
無
給
帳
そ
れ
ぞ
れ
担
当
一
人
が
置
か
れ
、
六
月
二
日
か
ら
作

業
が
進
め
ら
れ
て
七
月
二
十
一
日
に
完
成
し
た
。
「
読
合
七
篇
」
と
あ
る

よ
う
に
、
今
日
の
出
版
の
と
き
に
行
う
校
正
を
丹
念
に
行
い
、
ミ
ス
を
防

ぐ
た
め
の
努
力
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

現
在
、
毛
利
家
文
庫
に
萩
藩
の
各
職
座
で
作
成
さ
れ
た
関
連
書
類
の
写

や
控
と
し
て
伝
来
す
る
簿
冊
を
見
る
と
、
「
校
合
よ
し
」
「
校
合
済
」
な

ど
の
書
き
込
み
を
目
に
す
る
。
給
禄
帳
関
連
で
指
摘
す
れ
ば
、
天
保
二
年

～
六
年
分
限
帳
写
の
元
表
紙
に
「
一
二
三
四
五
六
七
」
と
書
き
込
み
が
あ

っ
て
、
そ
の
右
傍
ら
に
は
「
合
点
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
分
限

帳
方
が
行
っ
た
写
作
成
作
業
の
証
し
で
あ
る
。

「
御
前
分
限
帳
」
は
、
藩
主
が
手
元
に
置
く
も
の
で
、
改
定
時
の
「
御

根
帳
」
の
情
報
を
正
し
く
反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
校
合
を

七
回
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

改
訂
し
た
「
御
前
分
限
帳
」
は
当
職
毛
利
内
匠
が
確
認
し
て
、
二
冊
を

「
黄
広
折
」
で
包
ん
で
印
封
、
さ
ら
に
そ
れ
を
遠
近
方
が
箱
に
入
れ
て
印

封
を
し
た
。
ま
た
、
の
ち
の
触
書
を
参
考
に
す
る
と
、
家
臣
の
代
替
（
跡

職
）
に
つ
い
て
組
毎
に
整
理
し
て
遠
近
方
へ
申
告
す
る
よ
う
に
触
れ
て
い

た
。当

時
の
藩
主
毛
利
斉
房
は
在
府
中
で
、
完
成
し
た
給
禄
帳
は
飛
脚
便
で

江
戸
へ
移
送
さ
れ
、
翌
月
末
ま
で
に
は
到
着
し
た
と
見
ら
れ
る
。

同
年
十
月
二
十
四
日
付
の
江
戸
当
役
堅
田
の
用
状
は
次
の
と
お
り
で
、

国
元
に
「
御
前
分
限
帳
」
を
送
る
の
で
、
翌
年
の
藩
主
帰
城
に
あ
わ
せ
て

提
出
す
る
よ
う
に
当
職
毛
利
内
匠
に
依
頼
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
筆
致
啓
達
候
、
御
前
分
限
帳
二
冊
箱
入
ニ
し
て
、
此
度
差
下
候
付

改
被
仰
付
、
来
御
帰
城
早
速
被
差
出
候
様
ニ
可
被
成
御
沙
汰
候
、
恐

惶
謹
言

十
月
廿
四
日

堅

縫
殿

毛

内
匠
様

御
表
書
之
趣
令
承
知
候
、
以
上

十
一
月
廿
七
日

毛

内
匠

堅

縫
殿
様

御
前
分
限
帳
は
二
組
あ
っ
た
。
七
月
に
国
元
で
改
訂
し
た
御
前
分
限
帳

を
江
戸
へ
送
付
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
の
と
き
藩
主
斉
房
の
御
前
に
あ

萩
藩
の
分
限
帳
・
無
給
帳
と
遠
近
方
　（
河
本
）

三
四



っ
た
分
限
帳
が
国
元
に
送
付
さ
れ
た
と

み
ら
れ
る
。
そ
の
分
限
帳
は
翌
年
の
斉

房
帰
萩
の
際
に
提
出
す
べ
く
、
改
訂
作

業
が
行
わ
れ
た
。
「
寛
政
八
辰
六
月
二

日
改
之
御
前
分
限
牒
一
事
」に
よ
る
と
、

実
際
に
行
わ
れ
た
改
訂
作
業
は
三
月
七

日
か
ら
六
月
十
三
日
ま
で「
読
合
七
篇
」、

完
了
当
日
に
当
職
毛
利
内
匠
が
見
分
し
、

同
日
江
戸
方
の
役
人
に
渡
さ
れ
た
。

藩
主
斉
房
は
、
同
年
四
月
二
十
八
日

に
江
戸
を
発
ち
、
六
月
三
日
に
萩
城
到

着
、
初
入
国
を
果
た
し
た
。
結
局
、
こ

の
と
き
は
藩
主
の
帰
城
の
前
に
作
業
を

終
え
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
よ
う
で
、

前
述
の
給
禄
帳
提
出
に
か
か
る
規
定
は
、

必
ず
し
も
そ
の
と
お
り
に
い
か
な
か
っ

た
こ
と
も
わ
か
る
。

改
め
て
寛
政
七
年
か
ら
同
八
年
の

給
禄
帳
に
か
か
る
分
限
帳
方
の
実
務
を

整
理
し
て
お
く
と
、
表
５
の
と
お
り
で

あ
る
。
「
分
限
帳
詮
儀
物
」
に
は
「
寛
政
七
卯
年
七
月
廿
日
改
之
御
前
分

限
牒
一
事
」
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
実
務
作
業
は
翌
日
に
終
え
た

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
「
分
限
帳
改
」
の
記
事
は
、
公
式
に
予
定

し
た
期
日
が
あ
る
も
の
の
実
務
は
そ
れ
を
過
ぎ
て
完
了
す
る
こ
と
が
多
か

っ
た
が
、
予
定
し
た
当
職
に
よ
る
改
訂
の
「
分
限
帳
改
」
の
日
は
動
か
さ

な
か
っ
た
よ
う
だ
。

（
３
）
江
戸
方
分
限
帳

江
戸
方
分
限
帳
は
、
上
御
用
所
す
な
わ
ち
江
戸
当
役
の
手
元
で
使
用
さ

れ
た
給
禄
帳
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
「
享
和
三
亥
十
二
月
晦
日
改
江
戸
方
分
限
帳
一

件
」
に
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

右
只
今
迄
御
用
所
分
限
帳
弐
通
相
済
来
候
処
、
御
在
国
中
江
戸
留
守

居
一
通
り
ハ
不
残
置
候
ハ
而
ハ
、
御
閊
之
儀
も
有
之
候
付
、
今
一
通

り
新
規
ニ
調
相
成
候
様
ニ
と
、
先
御
在
国
之
内
江
戸
申
合
せ
有
之
、

此
度
新
規
調
相
成
候
、
尤
改
之
儀
ハ
只
今
迄
之
通
ニ
而
定
候
事

冒
頭
の
「
御
用
所
分
限
帳
弐
通
」
と
い
う
の
は
分
限
帳
と
無
給
帳
の
こ

と
を
指
す
。
藩
主
在
国
の
と
き
、
江
戸
方
分
限
帳
も
当
役
と
と
も
に
在
国

す
る
。
そ
の
際
、
江
戸
の
留
守
居
所
に
一
通
り
の
給
禄
帳
を
置
い
て
お
か

分限帳 無給帳

寛政7（1795）7.20 御前分限帳 白根七郎 村岡源右衛門 ６.２～７.21 斉房（在府）

寛政8（1796）2.22 江戸方分限帳 村岡源右衛門 鮎川宇兵衛 正.12～２.24

寛政8（1796）6.2 御前分限帳 嶋田九郎兵衛 三隅松之介 ３.７～６.13

寛政8（1796）11.10江戸方分限帳 村岡源右衛門 嶋田九郎兵衛 10.20～11.13

4.28江戸発。

6.3萩城着（初入国）

【典拠】「分限帳詮議物」文庫「給禄」107。田村哲夫「参勤帰国動静一覧」『山口県文書館研究紀

要』8、1981年。

表５　寛政７～８年の分限帳改訂作業

年代 分限帳改の対象
分限方の担当

作業期間 藩主の動向

一
分
限
牒
八
組
之
内
、
浮
米
高
取
・
御
扶
持
方
取
入
交
之
所
、
御
扶
持

方
与
申
字
見
合
之
事

一
諸
頭
等
調
へ
之
事

一
箱
之
中
有
之
金
具
白
紙
包
之
事

一
跡
職
未
被
仰
出
分
、
左
ニ
記
ス

無
給

井
上
栄
次
跡

（
後
略
）

分
限
帳
・
無
給
帳
そ
れ
ぞ
れ
担
当
一
人
が
置
か
れ
、
六
月
二
日
か
ら
作

業
が
進
め
ら
れ
て
七
月
二
十
一
日
に
完
成
し
た
。
「
読
合
七
篇
」
と
あ
る

よ
う
に
、
今
日
の
出
版
の
と
き
に
行
う
校
正
を
丹
念
に
行
い
、
ミ
ス
を
防

ぐ
た
め
の
努
力
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

現
在
、
毛
利
家
文
庫
に
萩
藩
の
各
職
座
で
作
成
さ
れ
た
関
連
書
類
の
写

や
控
と
し
て
伝
来
す
る
簿
冊
を
見
る
と
、
「
校
合
よ
し
」
「
校
合
済
」
な

ど
の
書
き
込
み
を
目
に
す
る
。
給
禄
帳
関
連
で
指
摘
す
れ
ば
、
天
保
二
年

～
六
年
分
限
帳
写
の
元
表
紙
に
「
一
二
三
四
五
六
七
」
と
書
き
込
み
が
あ

っ
て
、
そ
の
右
傍
ら
に
は
「
合
点
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
分
限

帳
方
が
行
っ
た
写
作
成
作
業
の
証
し
で
あ
る
。

「
御
前
分
限
帳
」
は
、
藩
主
が
手
元
に
置
く
も
の
で
、
改
定
時
の
「
御

根
帳
」
の
情
報
を
正
し
く
反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
校
合
を

七
回
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

改
訂
し
た
「
御
前
分
限
帳
」
は
当
職
毛
利
内
匠
が
確
認
し
て
、
二
冊
を

「
黄
広
折
」
で
包
ん
で
印
封
、
さ
ら
に
そ
れ
を
遠
近
方
が
箱
に
入
れ
て
印

封
を
し
た
。
ま
た
、
の
ち
の
触
書
を
参
考
に
す
る
と
、
家
臣
の
代
替
（
跡

職
）
に
つ
い
て
組
毎
に
整
理
し
て
遠
近
方
へ
申
告
す
る
よ
う
に
触
れ
て
い

た
。当

時
の
藩
主
毛
利
斉
房
は
在
府
中
で
、
完
成
し
た
給
禄
帳
は
飛
脚
便
で

江
戸
へ
移
送
さ
れ
、
翌
月
末
ま
で
に
は
到
着
し
た
と
見
ら
れ
る
。

同
年
十
月
二
十
四
日
付
の
江
戸
当
役
堅
田
の
用
状
は
次
の
と
お
り
で
、

国
元
に
「
御
前
分
限
帳
」
を
送
る
の
で
、
翌
年
の
藩
主
帰
城
に
あ
わ
せ
て

提
出
す
る
よ
う
に
当
職
毛
利
内
匠
に
依
頼
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
筆
致
啓
達
候
、
御
前
分
限
帳
二
冊
箱
入
ニ
し
て
、
此
度
差
下
候
付

改
被
仰
付
、
来
御
帰
城
早
速
被
差
出
候
様
ニ
可
被
成
御
沙
汰
候
、
恐

惶
謹
言

十
月
廿
四
日

堅

縫
殿

毛

内
匠
様

御
表
書
之
趣
令
承
知
候
、
以
上

十
一
月
廿
七
日

毛

内
匠

堅

縫
殿
様

御
前
分
限
帳
は
二
組
あ
っ
た
。
七
月
に
国
元
で
改
訂
し
た
御
前
分
限
帳

を
江
戸
へ
送
付
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
の
と
き
藩
主
斉
房
の
御
前
に
あ

萩
藩
の
分
限
帳
・
無
給
帳
と
遠
近
方
　（
河
本
）

三
五



（
所
詮
）

な
い
と
不
都
合
が
あ
る
と
江
戸
方
か
ら
指
摘
が
あ
り
、
現
行
の
物
と
は
別

に
新
規
に
江
戸
方
分
限
帳
を
作
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
作
業
は
翌
年
三

月
二
十
七
日
に
終
え
、
四
月
四
日
に
当
職
毛
利
若
狭
が
見
分
、
五
日
付
の

当
職
送
り
状
を
添
え
て
江
戸
方
へ
送
ら
れ
た
。新
規
に
作
成
す
る
た
め
か
、

三
ヶ
月
を
要
し
て
い
る
。

表
５
で
作
業
日
数
を
比
較
す
る
と
、
「
御
前
分
限
帳
」
に
は
お
よ
そ
三

か
月
を
要
し
て
い
る
が
、
「
江
戸
方
分
限
帳
」
は
一
月
前
後
で
完
了
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
「
御
前
分
限
帳
」
の
よ
う
な
短
冊
を
作
成
し
て
張
り
替

え
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
推
測
で
き
る
。
現
存
の

給
禄
帳
の
う
ち
、
こ
れ
が
江
戸
方
分
限
帳
と
い
う
も
の
に
気
づ
け
て
い
な

い
の
で
、
体
裁
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
。

萩
藩
の
給
禄
帳
は
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
以
降
、
「
江
戸
方
分
限

帳
」
が
二
組
と
な
り
、
「
御
根
帳
」
一
組
、「
御
前
分
限
帳
」
二
組
が
同
時

に
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
一
時
期
、
こ
れ
に
斉
煕
専
用
の
大
殿

様
御
前
分
限
帳
も
加
わ
り
、
遠
近
方
と
く
に
分
限
帳
方
の
業
務
は
煩
瑣
を

極
め
た
よ
う
で
あ
る
。

三

給
禄
帳
写
の
作
成
と
遠
近
方

わ
れ
わ
れ
が
利
用
す
る
萩
藩
の
給
禄
帳
の
多
く
は
、
遠
近
方
の
分
限
帳

方
が
作
成
し
た
写
で
形
態
は
竪
冊
で
あ
る
。
写
を
作
成
す
る
作
業
は
な
か

な
か
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
、
そ
れ
に
関
す
る
記
録
を
紹
介
す
る
。

文
化
十
三
年
、
分
限
帳
方
は
次
の
よ
う
な
要
望
を
提
出
し
て
い
る
。

演
説
覚

分
限
帳
写
寛
政
六
年
改
ゟ
文
化
四
卯
年
迄
出
来
寄
候
得
共
、
年
来
読

合
滞
居
、
数
冊
数
篇
之
読
合
故
、
地
道
之
御
用
相
添
候
而
間
々
読
合

候
程
之
事
ニ
而
者
、
所
全
滞
勝
ニ
相
成
、
其
内
ニ
者
御
根
帳
改
有
之
、

既
ニ
文
化
八
年
改
之
御
帳
写
出
来
不
仕
候
、
於
只
今
も
無
疎
読
合
仕

せ
候
へ
共
、
何
卒
夫
而
已
引
籠
遂
出
情
候
ハ
ヽ
其
目
当
も
可
有
御
座

候
、
元
来
右
之
通
ニ
し
て
当
用
を
者
不
仕
分
限
帳
一
途
可
仕
筈
ニ
御

座
候
へ
共
、
分
限
帳
方
手
子
之
儀
も
本
〆
座
手
子
御
用
繁
之
節
者
書

調
も
相
憑
候
由
相
見
候
、
只
今
之
通
御
座
候
而
者
、
愈
及
繁
混
不
相

済
儀
ニ
付
、
右
写
出
来
之
分
不
残
読
合
相
済
候
迄
、
分
限
帳
一
通
り

江
引
除
せ
出
情
仕
せ
度
奉
存
候
、
尤
至
暮
詰
候
而
ハ
本
〆
座
御
用
増

可
有
御
座
候
ハ
ヽ
、
於
本
〆
座
吟
味
可
仕
候
、
彼
是
考
合
仕
候
而
者
、

所
全
不
埒
打
過
、
肝
要
之
根
之
引
受
之
詮
無
御
座
候
間
、
早
速
ゟ
読

合
仕
せ
度
奉
存
候
、
右
ニ
付
而
ハ
数
年
読
合
之
御
帳
滞
居
候
を
出
情

仕
候
江
被
為
対
、
当
暮
ゟ
読
合
出
来
迄
加
勢
衆
弐
人
幷
手
子
弐
人
江

少
々
被
就
御
気
被
下
候
様
ニ
奉
存
候
、
左
候
ハ
ヽ
自
然
と
読
合
相
運

ひ
出
来
可
仕
と
奉
存
候
、
無
左
与
而
も
出
情
可
仕
候
へ
共
、
是
迄
滞

萩
藩
の
分
限
帳
・
無
給
帳
と
遠
近
方
　（
河
本
）

三
六



（
所
詮
）

な
い
と
不
都
合
が
あ
る
と
江
戸
方
か
ら
指
摘
が
あ
り
、
現
行
の
物
と
は
別

に
新
規
に
江
戸
方
分
限
帳
を
作
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
作
業
は
翌
年
三

月
二
十
七
日
に
終
え
、
四
月
四
日
に
当
職
毛
利
若
狭
が
見
分
、
五
日
付
の

当
職
送
り
状
を
添
え
て
江
戸
方
へ
送
ら
れ
た
。新
規
に
作
成
す
る
た
め
か
、

三
ヶ
月
を
要
し
て
い
る
。

表
５
で
作
業
日
数
を
比
較
す
る
と
、
「
御
前
分
限
帳
」
に
は
お
よ
そ
三

か
月
を
要
し
て
い
る
が
、
「
江
戸
方
分
限
帳
」
は
一
月
前
後
で
完
了
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
「
御
前
分
限
帳
」
の
よ
う
な
短
冊
を
作
成
し
て
張
り
替

え
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
推
測
で
き
る
。
現
存
の

給
禄
帳
の
う
ち
、
こ
れ
が
江
戸
方
分
限
帳
と
い
う
も
の
に
気
づ
け
て
い
な

い
の
で
、
体
裁
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
。

萩
藩
の
給
禄
帳
は
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
以
降
、
「
江
戸
方
分
限

帳
」
が
二
組
と
な
り
、
「
御
根
帳
」
一
組
、「
御
前
分
限
帳
」
二
組
が
同
時

に
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
一
時
期
、
こ
れ
に
斉
煕
専
用
の
大
殿

様
御
前
分
限
帳
も
加
わ
り
、
遠
近
方
と
く
に
分
限
帳
方
の
業
務
は
煩
瑣
を

極
め
た
よ
う
で
あ
る
。

三

給
禄
帳
写
の
作
成
と
遠
近
方

わ
れ
わ
れ
が
利
用
す
る
萩
藩
の
給
禄
帳
の
多
く
は
、
遠
近
方
の
分
限
帳

方
が
作
成
し
た
写
で
形
態
は
竪
冊
で
あ
る
。
写
を
作
成
す
る
作
業
は
な
か

な
か
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
、
そ
れ
に
関
す
る
記
録
を
紹
介
す
る
。

文
化
十
三
年
、
分
限
帳
方
は
次
の
よ
う
な
要
望
を
提
出
し
て
い
る
。

演
説
覚

分
限
帳
写
寛
政
六
年
改
ゟ
文
化
四
卯
年
迄
出
来
寄
候
得
共
、
年
来
読

合
滞
居
、
数
冊
数
篇
之
読
合
故
、
地
道
之
御
用
相
添
候
而
間
々
読
合

候
程
之
事
ニ
而
者
、
所
全
滞
勝
ニ
相
成
、
其
内
ニ
者
御
根
帳
改
有
之
、

既
ニ
文
化
八
年
改
之
御
帳
写
出
来
不
仕
候
、
於
只
今
も
無
疎
読
合
仕

せ
候
へ
共
、
何
卒
夫
而
已
引
籠
遂
出
情
候
ハ
ヽ
其
目
当
も
可
有
御
座

候
、
元
来
右
之
通
ニ
し
て
当
用
を
者
不
仕
分
限
帳
一
途
可
仕
筈
ニ
御

座
候
へ
共
、
分
限
帳
方
手
子
之
儀
も
本
〆
座
手
子
御
用
繁
之
節
者
書

調
も
相
憑
候
由
相
見
候
、
只
今
之
通
御
座
候
而
者
、
愈
及
繁
混
不
相

済
儀
ニ
付
、
右
写
出
来
之
分
不
残
読
合
相
済
候
迄
、
分
限
帳
一
通
り

江
引
除
せ
出
情
仕
せ
度
奉
存
候
、
尤
至
暮
詰
候
而
ハ
本
〆
座
御
用
増

可
有
御
座
候
ハ
ヽ
、
於
本
〆
座
吟
味
可
仕
候
、
彼
是
考
合
仕
候
而
者
、

所
全
不
埒
打
過
、
肝
要
之
根
之
引
受
之
詮
無
御
座
候
間
、
早
速
ゟ
読

合
仕
せ
度
奉
存
候
、
右
ニ
付
而
ハ
数
年
読
合
之
御
帳
滞
居
候
を
出
情

仕
候
江
被
為
対
、
当
暮
ゟ
読
合
出
来
迄
加
勢
衆
弐
人
幷
手
子
弐
人
江

少
々
被
就
御
気
被
下
候
様
ニ
奉
存
候
、
左
候
ハ
ヽ
自
然
と
読
合
相
運

ひ
出
来
可
仕
と
奉
存
候
、
無
左
与
而
も
出
情
可
仕
候
へ
共
、
是
迄
滞

萩
藩
の
分
限
帳
・
無
給
帳
と
遠
近
方
　（
河
本
）

三
七



遠
近
方
（
分
限
帳
方
）
が
「
御
根
帳
」
を
国
元
で
管
理
し
、
そ
れ
を
も

と
に
藩
主
が
使
う
「
御
前
分
限
帳
」
（
二
組
）
と
、
江
戸
方
で
使
用
す
る

「
江
戸
方
分
限
帳
」
（
は
じ
め
一
組
だ
っ
た
が
二
組
に
）
を
定
期
的
に
改
訂

し
て
利
用
に
供
し
て
い
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
小
稿
で
は
触
れ
な
か
っ
た
家
臣
の
「
筆
並
」
の

決
定
要
因
や
組
編
成
の
変
遷
、
給
禄
帳
と
い
う
帳
面
か
ら
垣
間
見
え
る
近

世
の
武
家
社
会
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

註（
１
）
無
給
帳
の
う
ち
、
弓
・
鉄
砲
足
軽
や
中
間
は
組
頭
名
と
人
員
と
扶
持
の
合
計

が
記
さ
れ
る
の
み
で
、
そ
の
意
味
で
は
家
臣
あ
る
い
は
御
家
人
の
名
前
を
全

て
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
２
）
県
内
の
自
治
体
史
で
は
「
萩
藩
の
家
臣
団
構
成

編
成

」
と
い
う
表
は
、
意

外
な
こ
と
に
余
り
作
成
さ
れ
て
い
な
い
。

（
３
）
毛
利
家
文
庫
「
柳
営
」
四
一
「
慶
安
承
応
御
国
目
付
並
寛
文
巡
見
使
来
藩
一

件
録
」
の
な
か
に
分
限
帳
写
が
あ
る
。
以
下
、
毛
利
家
文
庫
は
、
文
庫
「
分

類
」
と
略
記
し
て
請
求
番
号
を
記
し
た
。「
県
庁
伝
来
旧
藩
記
録
」
な
ど
に

も
給
禄
帳
は
あ
る
。

（
４
）
石
川
卓
美
編
、
一
九
八
五
年
、
マ
ツ
ノ
書
店
。
同
書
は
、『
防
長
風
土
注
進

案
研
究
要
覧
』（
山
口
県
文
書
館
編
、
一
九
六
六
年
）
と
し
て
上
梓
さ
れ
た

の
ち
、
一
九
八
六
年
に
『
山
口
県
近
世
史
研
究
要
覧
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
収
録
用
語
に
か
か
る
典
拠
史
料
が
増
補
さ
れ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

（
５
）『
防
長
歴
史
用
語
辞
典
』
に
お
け
る
遠
近
方
の
説
明
は
、
典
拠
と
し
て
両
公

伝
史
料
一
一
八
五
「
忠
正
公
伝
」「
文
政
以
前
に
於
け
る
毛
利
氏
の
職
制
」

が
掲
げ
ら
れ
て
、
ほ
ぼ
そ
れ
に
よ
っ
て
い
る
。

（
６
）
文
庫
「
諸
役
」
五
四
。

（
７
）
文
庫
「
諸
役
」
二
四
。
い
ろ
は
寄
せ
で
編
集
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）
文
庫
「
譜
録
」
か
八
三
「
兼
常
喜
兵
衛
真
武
家
」。

（
９
）
田
中
誠
二
『
萩
藩
財
政
史
の
研
究
』（
二
〇
一
三
年
、
塙
書
房
）
に
お
い
て
、

正
保
三
年
仕
組
と
し
て
詳
し
く
分
析
さ
れ
て
い
る
。

（

検
討
が
必
要
だ
が
、
文
庫
「
旧
記
」
二
‐
二
「
万
覚
書
」
に
符
合
す
る
と
み

ら
れ
る
。

（

）
旅
役
出
米
は
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
に
制
度
化
さ
れ
、
家
臣
が
高
一

〇
〇
石
に
つ
き
五
石
を
拠
出
し
た
。
そ
う
し
て
プ
ー
ル
し
た
米
を
江
戸
番
手

に
あ
た
る
家
臣
へ
支
給
す
る
と
い
う
も
の
で
、
家
臣
間
の
相
互
扶
助
的
な
制

度
で
あ
っ
た
。
制
度
化
を
着
想
し
、
実
務
に
あ
た
っ
た
坂
時
存
が
書
き
残
し

た
「
遺
塵
抄
」（『
山
口
県
史

史
料
編

近
世
５
』
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。

ま
た
田
中
前
掲
書
に
も
詳
述
さ
れ
る
。

「
少
々
充
被
就
御
気
を
被
下
候
様
」
と
少
し
の
心
付
を
頂
戴
で
き
れ
ば
自

然
と
仕
事
が
捗
る
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
遠
近
方
の
人
員
は
、
遠
近
方
二
人
・
本
締
役
一
人
・
筆
者

役
二
人
・
分
限
帳
方
役
一
人
（
筆
者
兼
帯
）
・
助
筆
役
二
人
（
筆
者
・
分
限

帳
方
も
兼
帯
）
の
計
八
人
と
な
る
。
「
遠
近
方
役
人
帳
」
に
は
「
手
子
」

の
題
号
も
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
人
名
の
記
載
が
な
い
。
手
子
を
初
期

同
様
と
想
定
す
る
と
、
一
三
人
の
組
織
と
な
る
（

）

。
分
限
帳
の
写
作
成

の
慢
性
的
な
停
滞
は
、
遠
近
方
が
関
与
す
る
業
務
が
多
岐
に
わ
た
り
、
人

員
不
足
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

現
在
、
わ
れ
わ
れ
が
手
に
す
る
萩
藩
の
給
禄
帳
の
う
ち
、
天
保
十
年
（
一

八
三
九
）
～
同
十
四
年
は
、
罫
紙
の
使
用
と
楷
書
に
よ
る
記
載
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
毛
利
家
編
輯
所
で
作
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
右
で
述
べ

た
よ
う
に
、
写
の
作
成
作
業
に
は
時
間
が
か
か
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
幕
末

の
混
乱
に
よ
っ
て
、
作
成
は
明
治
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

小
稿
は
、
萩
藩
家
臣
団
の
基
礎
台
帳
で
あ
る
給
禄
帳
に
つ
い
て
、
毛
利

家
文
庫
「
給
禄
」
に
分
類
さ
れ
た
分
限
帳
・
無
給
帳
と
、
そ
れ
を
作
成
・

管
理
し
た
遠
近
方
（
分
限
帳
方
）
の
活
動
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

藩
政
初
期
に
遠
近
方
を
務
め
た
兼
常
喜
兵
衛
は
、
一
五
年
に
わ
た
り
給

禄
帳
を
如
才
な
く
管
理
し
て
藩
政
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

記
録
と
し
て
過
去
の
給
禄
帳
を
残
し
て
こ
な
か
っ
た
。
明
暦
元
年
、
そ
の

こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
、
以
降
は
当
用
を
終
え
た
給
禄
帳
を
記
録
と
し
て

保
存
管
理
す
る
方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

毛
利
家
文
庫
「
給
禄
」
の
給
禄
帳
の
う
ち
、
寛
文
期
以
降
の
も
の
は
、

毛
利
家
編
輯
所
が
作
業
し
た
一
部
を
除
い
て
、
遠
近
方
（
分
限
帳
方
）
が

管
理
し
た
「
御
前
分
限
帳
」
や
、
「
御
根
帳
」
と
そ
の
写
で
あ
る
。
後
期

の
実
態
か
ら
鑑
み
て
、
遠
近
方
が
根
本
台
帳
と
し
て
管
理
し
た
「
御
根
帳
」

は
、
常
に
最
新
の
情
報
に
更
新
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
「
御
根
帳
」
は
、

寛
文
か
ら
宝
暦
ま
で
は
一
、
二
年
お
き
に
改
訂
し
、
宝
暦
後
半
か
ら
は
五

年
毎
の
改
訂
と
な
っ
た
。
当
用
を
終
え
た
「
御
根
帳
」
に
つ
い
て
は
、
分

限
帳
方
が
写
を
作
成
し
た
。
そ
の
大
部
分
が
「
給
禄
」
に
収
め
ら
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

「
御
根
帳
」
の
写
を
作
成
す
る
作
業
は
、
分
限
帳
方
に
と
っ
て
そ
う
簡

単
な
話
で
は
な
く
、
な
か
な
か
進
捗
し
な
か
っ
た
。
人
員
不
足
と
日
常
業

務
の
狭
間
で
、
最
も
大
切
な
「
読
合
」
を
す
る
時
間
を
確
保
で
き
な
か
っ

た
。
そ
の
こ
と
は
、
述
べ
た
よ
う
に
「
給
禄
」
に
残
る
給
禄
帳
か
ら
も
う

か
が
え
る
。

萩
藩
の
分
限
帳
・
無
給
帳
と
遠
近
方
　（
河
本
）

三
八



遠
近
方
（
分
限
帳
方
）
が
「
御
根
帳
」
を
国
元
で
管
理
し
、
そ
れ
を
も

と
に
藩
主
が
使
う
「
御
前
分
限
帳
」
（
二
組
）
と
、
江
戸
方
で
使
用
す
る

「
江
戸
方
分
限
帳
」
（
は
じ
め
一
組
だ
っ
た
が
二
組
に
）
を
定
期
的
に
改
訂

し
て
利
用
に
供
し
て
い
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
小
稿
で
は
触
れ
な
か
っ
た
家
臣
の
「
筆
並
」
の

決
定
要
因
や
組
編
成
の
変
遷
、
給
禄
帳
と
い
う
帳
面
か
ら
垣
間
見
え
る
近

世
の
武
家
社
会
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

註（
１
）
無
給
帳
の
う
ち
、
弓
・
鉄
砲
足
軽
や
中
間
は
組
頭
名
と
人
員
と
扶
持
の
合
計

が
記
さ
れ
る
の
み
で
、
そ
の
意
味
で
は
家
臣
あ
る
い
は
御
家
人
の
名
前
を
全

て
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
２
）
県
内
の
自
治
体
史
で
は
「
萩
藩
の
家
臣
団
構
成

編
成

」
と
い
う
表
は
、
意

外
な
こ
と
に
余
り
作
成
さ
れ
て
い
な
い
。

（
３
）
毛
利
家
文
庫
「
柳
営
」
四
一
「
慶
安
承
応
御
国
目
付
並
寛
文
巡
見
使
来
藩
一

件
録
」
の
な
か
に
分
限
帳
写
が
あ
る
。
以
下
、
毛
利
家
文
庫
は
、
文
庫
「
分

類
」
と
略
記
し
て
請
求
番
号
を
記
し
た
。「
県
庁
伝
来
旧
藩
記
録
」
な
ど
に

も
給
禄
帳
は
あ
る
。

（
４
）
石
川
卓
美
編
、
一
九
八
五
年
、
マ
ツ
ノ
書
店
。
同
書
は
、『
防
長
風
土
注
進

案
研
究
要
覧
』（
山
口
県
文
書
館
編
、
一
九
六
六
年
）
と
し
て
上
梓
さ
れ
た

の
ち
、
一
九
八
六
年
に
『
山
口
県
近
世
史
研
究
要
覧
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
収
録
用
語
に
か
か
る
典
拠
史
料
が
増
補
さ
れ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

（
５
）『
防
長
歴
史
用
語
辞
典
』
に
お
け
る
遠
近
方
の
説
明
は
、
典
拠
と
し
て
両
公

伝
史
料
一
一
八
五
「
忠
正
公
伝
」「
文
政
以
前
に
於
け
る
毛
利
氏
の
職
制
」

が
掲
げ
ら
れ
て
、
ほ
ぼ
そ
れ
に
よ
っ
て
い
る
。

（
６
）
文
庫
「
諸
役
」
五
四
。

（
７
）
文
庫
「
諸
役
」
二
四
。
い
ろ
は
寄
せ
で
編
集
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）
文
庫
「
譜
録
」
か
八
三
「
兼
常
喜
兵
衛
真
武
家
」。

（
９
）
田
中
誠
二
『
萩
藩
財
政
史
の
研
究
』（
二
〇
一
三
年
、
塙
書
房
）
に
お
い
て
、

正
保
三
年
仕
組
と
し
て
詳
し
く
分
析
さ
れ
て
い
る
。

（

検
討
が
必
要
だ
が
、
文
庫
「
旧
記
」
二
‐
二
「
万
覚
書
」
に
符
合
す
る
と
み

ら
れ
る
。

（

）
旅
役
出
米
は
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
に
制
度
化
さ
れ
、
家
臣
が
高
一

〇
〇
石
に
つ
き
五
石
を
拠
出
し
た
。
そ
う
し
て
プ
ー
ル
し
た
米
を
江
戸
番
手

に
あ
た
る
家
臣
へ
支
給
す
る
と
い
う
も
の
で
、
家
臣
間
の
相
互
扶
助
的
な
制

度
で
あ
っ
た
。
制
度
化
を
着
想
し
、
実
務
に
あ
た
っ
た
坂
時
存
が
書
き
残
し

た
「
遺
塵
抄
」（『
山
口
県
史

史
料
編

近
世
５
』
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。

ま
た
田
中
前
掲
書
に
も
詳
述
さ
れ
る
。

「
少
々
充
被
就
御
気
を
被
下
候
様
」
と
少
し
の
心
付
を
頂
戴
で
き
れ
ば
自

然
と
仕
事
が
捗
る
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
遠
近
方
の
人
員
は
、
遠
近
方
二
人
・
本
締
役
一
人
・
筆
者

役
二
人
・
分
限
帳
方
役
一
人
（
筆
者
兼
帯
）
・
助
筆
役
二
人
（
筆
者
・
分
限

帳
方
も
兼
帯
）
の
計
八
人
と
な
る
。
「
遠
近
方
役
人
帳
」
に
は
「
手
子
」

の
題
号
も
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
人
名
の
記
載
が
な
い
。
手
子
を
初
期

同
様
と
想
定
す
る
と
、
一
三
人
の
組
織
と
な
る
（

）

。
分
限
帳
の
写
作
成

の
慢
性
的
な
停
滞
は
、
遠
近
方
が
関
与
す
る
業
務
が
多
岐
に
わ
た
り
、
人

員
不
足
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

現
在
、
わ
れ
わ
れ
が
手
に
す
る
萩
藩
の
給
禄
帳
の
う
ち
、
天
保
十
年
（
一

八
三
九
）
～
同
十
四
年
は
、
罫
紙
の
使
用
と
楷
書
に
よ
る
記
載
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
毛
利
家
編
輯
所
で
作
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
右
で
述
べ

た
よ
う
に
、
写
の
作
成
作
業
に
は
時
間
が
か
か
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
幕
末

の
混
乱
に
よ
っ
て
、
作
成
は
明
治
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

小
稿
は
、
萩
藩
家
臣
団
の
基
礎
台
帳
で
あ
る
給
禄
帳
に
つ
い
て
、
毛
利

家
文
庫
「
給
禄
」
に
分
類
さ
れ
た
分
限
帳
・
無
給
帳
と
、
そ
れ
を
作
成
・

管
理
し
た
遠
近
方
（
分
限
帳
方
）
の
活
動
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

藩
政
初
期
に
遠
近
方
を
務
め
た
兼
常
喜
兵
衛
は
、
一
五
年
に
わ
た
り
給

禄
帳
を
如
才
な
く
管
理
し
て
藩
政
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

記
録
と
し
て
過
去
の
給
禄
帳
を
残
し
て
こ
な
か
っ
た
。
明
暦
元
年
、
そ
の

こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
、
以
降
は
当
用
を
終
え
た
給
禄
帳
を
記
録
と
し
て

保
存
管
理
す
る
方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

毛
利
家
文
庫
「
給
禄
」
の
給
禄
帳
の
う
ち
、
寛
文
期
以
降
の
も
の
は
、

毛
利
家
編
輯
所
が
作
業
し
た
一
部
を
除
い
て
、
遠
近
方
（
分
限
帳
方
）
が

管
理
し
た
「
御
前
分
限
帳
」
や
、
「
御
根
帳
」
と
そ
の
写
で
あ
る
。
後
期

の
実
態
か
ら
鑑
み
て
、
遠
近
方
が
根
本
台
帳
と
し
て
管
理
し
た
「
御
根
帳
」

は
、
常
に
最
新
の
情
報
に
更
新
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
「
御
根
帳
」
は
、

寛
文
か
ら
宝
暦
ま
で
は
一
、
二
年
お
き
に
改
訂
し
、
宝
暦
後
半
か
ら
は
五

年
毎
の
改
訂
と
な
っ
た
。
当
用
を
終
え
た
「
御
根
帳
」
に
つ
い
て
は
、
分

限
帳
方
が
写
を
作
成
し
た
。
そ
の
大
部
分
が
「
給
禄
」
に
収
め
ら
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

「
御
根
帳
」
の
写
を
作
成
す
る
作
業
は
、
分
限
帳
方
に
と
っ
て
そ
う
簡

単
な
話
で
は
な
く
、
な
か
な
か
進
捗
し
な
か
っ
た
。
人
員
不
足
と
日
常
業

務
の
狭
間
で
、
最
も
大
切
な
「
読
合
」
を
す
る
時
間
を
確
保
で
き
な
か
っ

た
。
そ
の
こ
と
は
、
述
べ
た
よ
う
に
「
給
禄
」
に
残
る
給
禄
帳
か
ら
も
う

か
が
え
る
。

萩
藩
の
分
限
帳
・
無
給
帳
と
遠
近
方
　（
河
本
）

三
九



1 

 
 

は
じ
め
に 

本
稿
は
、
明
治
前
期
（
お
も
に
明
治
五
年
か
ら
明
治
十
年
代
ま

で
）
に
お
け
る
毛
利
家
の
修
史
事
業
と
、
そ
の
過
程
で
編
纂
さ
れ

た
毛
利
敬
親
（
明
治
四
年
三
月
死
去
）
の
伝
記
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
あ
わ
せ
て
、
毛
利
家
の
編
纂
物
で
は
な
い
が
、
明
治
二
十
四

年(

一
八
九
一)

四
月
出
版
の
敬
親
の
伝
記
『
忠
正
公
略
伝
』
に
も

言
及
し
た
い
。 

当
館
所
蔵
の
毛
利
家
文
庫
は
、
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）

毛
利
家
か
ら
山
口
県
に
寄
託
さ
れ
、
当
館
設
立
の
契
機
と
も
な
っ

た
文
書
群
で
あ
る
。
量
的
に
は
萩
藩
庁
文
書
が
多
数
を
占
め
る
が
、

藩
庁
文
書
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
明
治
か
ら
昭
和
二
十
二
年
（
一

九
四
七
）
に
い
た
る
毛
利
家
で
の
修
史
事
業
の
過
程
で
形
成
、
利

用
さ
れ
た
文
書
群
と
い
う
点
に
特
徴
が
あ
り
、
毛
利
家
の
家
文
書
、

旧
家
臣
の
家
文
書
、
明
治
初
期
の
山
口
藩
・
県
庁
文
書
、
修
史
事

業
に
伴
う
筆
写
史
料
、
事
務
文
書
な
ど
多
様
な
出
所
の
文
書
記
録

を
含
む
。 

毛
利
家
文
庫
を
構
成
す
る
文
書
記
録
個
々
の
性
格
、
作
成
経
緯

を
把
握
す
る
上
で
、
藩
政
期
お
よ
び
明
治
～
昭
和
期
の
修
史
事
業
、

文
書
管
理
の
あ
り
方
へ
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
こ

の
点
は
古
く
広
田
暢
久
氏
が
強
調
し
て
お
り
、
氏
の
一
連
の
研
究

か
ら
多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
筆
者
も
こ
れ
ま
で
に
、
毛
利

家
文
庫
の
形
成
過
程
、
文
書
群
構
造
、
近
代
に
お
け
る
多
様
な
利

用
の
さ
れ
方
な
ど
に
つ
き
検
討
し
た
。
毛
利
家
文
庫
は
、
開
館
以

来
一
貫
し
て
閲
覧
利
用
が
も
っ
と
も
多
い
。
毛
利
家
文
庫
の
検
討

は
今
後
も
継
続
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。 

本
稿
で
対
象
と
す
る
明
治
前
期
、
政
府
は
歴
史
課
（
の
ち
に
改

明
治
前
期
に
お
け
る
毛
利
家
の
修
史
事
業
と
毛
利
敬
親
の
伝
記
編
纂 

 

山 

﨑 

一 

郎 

（
１
） 

（
２
） 

（
３
） 

（
４
） 

（

）『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵

益
田
家
文
書
「
御
用
状
控
」』（
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
研
究
成
果
報
告
二
〇
一
二
‐
一
、
研
究
代
表
者
田
中
誠
二
、
二

〇
一
二
年
）
に
は
、
慶
安
四
年
か
ら
承
応
二
年
の
も
の
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

（

）
同
右
。

（

）
田
中
前
掲
書
に
よ
れ
ば
、
井
上
は
御
用
方
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
。
次
に

挙
げ
た
奉
書
の
宛
所
に
あ
る
児
玉
藤
右
衛
門
も
財
政
方
で
活
躍
し
た
人
物

で
あ
っ
た
。
二
人
と
も
、
国
元
に
あ
っ
て
は
兼
常
と
と
も
に
遠
近
方
の
実
務

を
経
験
し
て
い
た
。

（

）
文
庫
「
給
禄
」
二
五
「
自
明
暦
至
天
和

分
限
帳
書
抜
」。

（

）
文
庫
「
目
次
」
一
二
「
諸
役
所
控
目
録
」
巻
一
五
「
遠
近
方
記
録
名
目
」。

（

）
文
庫
「
給
禄
」
一
六
「
分
限
帳
」。

（

）
文
庫
「
給
禄
」
一
〇
七
。

（

）
文
庫
「
給
禄
」
一
〇
五
。

（

）「
遠
近
方
伝
」
に
よ
る
と
、
寛
政
七
年
に
分
限
帳
方
筆
者
暫
役
と
な
っ
た
佐
々

木
幸
之
進
以
奉
の
可
能
性
が
あ
る
。
佐
々
木
は
、
当
職
所
な
ど
で
筆
者
を
務

め
た
。

（

）
一
覧
表
は
紙
幅
の
関
係
も
あ
っ
て
掲
載
し
な
か
っ
た
。

（

）
山
﨑
一
郎
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
密
用
方
に
つ
い
て
は
、
同
氏
「
萩
藩
密

用
方
と
中
山
又
八
郎
の
活
動
に
つ
い
て
―
藩
主
重
就
期
に
お
け
る
密
用
方

設
置
前
後
の
動
向
―
」『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
三
八
（
二
〇
一
一
年
）

等
を
参
照
。

（

）
文
庫
「
政
理
」
三
八
「
奉
書
借
御
仕
法
」。
大
坂
借
減
少
石
に
つ
い
て
は
、

田
中
前
掲
書
二
七
二
～
二
七
四
頁
を
参
照
。

（

）
文
庫
「
給
禄
」
一
一
六
。

（

）
遠
近
方
の
人
員
構
成
に
つ
い
て
は
、
初
期
は
不
明
な
点
が
多
い
。
森
下
徹

『
武
士
と
い
う
身
分
』（
二
〇
一
二
年
、
吉
川
弘
文
館
）
に
よ
れ
ば
、
寛
文

九
年
（
一
六
六
九
）
段
階
で
は
、
遠
近
方
二
人
、「
御
雇
物
書
」（
筆
者
役
）

が
三
人
、
手
子
の
中
間
が
五
人
。
総
員
一
〇
人
で
あ
っ
た
。

萩
藩
の
分
限
帳
・
無
給
帳
と
遠
近
方
　（
河
本
）

四
〇


